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OB会 会 長 の 挨 拶

1鰯  鳩   競

会員の皆様、お元気でお過ごしでしょうれ

金沢の今頃の天候は例年と同じ、どんよりした

曇空の日が続き、今年は雪が早く降るような感

じがします。

去る9月田ヽ2日 に山小屋ベルクハイムにて

「月見の宴」なるものを催し、側名のOBの出

席をいただきました。今回の催しは、昭和5年

5月 に事故で亡くなった、徳島県出身の桂君の

冥福を祈って適った 隅MH碑 を補修すること

も目的でした。私は都合により参加出来ません

でした力ヽ 後日写真を見せてもらうと、素晴ら

しい出来映えでした。参加したOB、 現役諸氏

の労力、そして設計者の辰野君に対 tノて、感謝

の念を抱かずにおれません。

会報 4号 くЪ 5冬号)

金沢大学ワンダーフオーゲル部・ O‐ B会

ベルタィヽイムも改修が完了し、桂君の碑も新
しくなり、後輩達が先輩の足跡を大切に、確実
に守っているという実感を今年の秋は持ちまし

た。

唯、今回の行事で感じましたことは、oB会
の催しに対しては、現役諸君は大変な労力を強

いられます。なにせ、現役醐名強に対し、03
は 鵬 強の大泄帯なのです。以降のOB会の

催しに関しては、出来るだけOB会員で計画、

実行をするという姿勢が必要かと考えておりま

す。皆様Ю周年総会にて、御一考下さるようお

願いします。

このOB会を支えている役員・事務局の方々

に感謝するとともに、皆様にも今まで以上に、

OB会への御協力をお願いして筆を置きます。
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OB会 役 員 会 の 活 動 経 過

と OB関 係 情 報

(♯は日時の確定していないもの)

8月 3日 会報3号襲本完了

♯  会報発送 仲りID

8月 12日 15期横井氏 木曾川で水死

lよ 20日 疇     (青欄

♯  月見の宴通信集計 帥 ::

♯  月見の冥企画立案 G働

9月 1日  OB会投員会通信Ю16発送

6日  OB会役員会開催 (Ltt A・EI

iUll 堰りll 栂 久富 鳥越 ヨ :1

佐りll 正善)

1月見の宴打ち翻

♯  型眈碑輔麟 優野)

9月 17日  OB会役員会通信Ю17発送

月見の宴参加申し込み者に案内送付

飢 嶺嚇修班へ

…

同封

月見の宴開催 (OB田名麺

月見の宴 写真送付と葉書感想依頼

月見の宴反省会。現役3回生との懇親会

OB会役員会通信Ю18送付

…

団

名簿改訂、ラベ痢 傷創

会計報告 。発送人ラベル作成 ③

一言通信はがき作成 鰤

榊     (中JID

会報発送 leJ11、 久ヨ

一 言 通 信 0まぬ嗜 ― くの

』ぢI壼夏い

*岬 のためにも必ずご返送下さい。

*通信機に朦、近況報告、感想、提言などを

お願いします。

役員会ではそろそろ40同年にむけての準備を

始めます。お周年の時は従来どおりの自由登山

としました力ヽ より現状にあった内容と体制を

考えていきたいと思っています。そのヒントも

いただけたらと思いま曳

前回、私信としての使用厳禁としましたが一

あれは、実は、動 弯受け取り人となってい

るため、彼の周辺の期に目立ってしまった現象

でした。人望篤いトリさんのこと、つい個人的

お便りとなってしまって「私信だから、載せな

いでJというた程度のことでした。力ヽ 会報の

上では、「月見の宴への参加X、 自細 が続く

ことになってしまいました。

これではOB会を否定しているようにも受け

取られかねない。半端な注意では トリさんの

人望にまたも圧倒されかねない一とキツク忠告

させていただいたものです。私信でも、会報に

掲載して皆さんもほのばのと楽しいものなら、

「可」です。

忙しくても、書くのに1分、切手を貼るのに

5秒、投画に数分一で、ご協力下さい。

′ヽ ガ ＼`

.-"a'?'''€-n-

2■ 2日

lQ月 12日

10月 5日

11月 1日

11、 12日

♯

♯

♯

♯

12月 ♯
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書己金承言丁■lF`Dク 1マこ 三つい ■ご

35周年誌の年表について、「事実と違う」「

冬のPWがいくつ力寸友けているJ「様雪期とす

るなら11月後半のアルプスも入るのでは」とい

った訂正やご意見が寄せられています。

記念誌の年表は、部誌BHの年間行事報告を

まとめたものです。それを部室にあるPWイ ン

デックス (lPWを 1行とし、PW名称と日時

のみを記載し、検索できるようにしてあるもの)

と照合しまし′た。

BH誌は概ね12月 を締め切りとし、編集・校

正にあたったことから、年末から年度末までの

扱いがバラバラで、この期間測 に引き継が

れず、抜け落ちていることもありました。それ

は任期変更で、記録のチェック者も年度替わり

してしまうようになってからは、いっそう嚇

になっていったように思われます。

「馬周年事後報告書」でお知らせしました力ヽ

前田鰤 ヽ 顧問就任依頼の計画書を整理し、

記念誌のPWと照合して下さいました。しかし、

計画書はあくまで計画書であって、実際行われ

たの力、 メンバーやコースにどのような変豪勢ヾ

あったものかは一切わからない一とのことでし

た。

その照合で追加になったものについては、35

周年総会時に、現役編集委員に頼み、参加して

いるOBに手分けして訊ねてもらいました。「

忘れた」がほとんどでした。

ちなみに、3H15号は、山小屋改築による資

金不足で手書き発行となり、イテ事需継F力寸友けて

しまいました。編集長は当時の4回生でかろう

じて当事者のうちというわけで、こ汚いバイン

ダーを持ち帰らて調べたのですが一メンバー表

のないもの、感想ばかりでコースの記載のない

もの、参照された後もとに戻されていないもの

一年月が過ぎてから事実を違うことの難しさ、

虚しさを思い知るばかりでし′た。

毎年BHを出すことで、その年度の正確な記

録を残していってはしいと切に願います。

部の歴史を正確に、着実に重ねていくために

OB会も、資金援助という応援をしていけたら

と思います。

当時のP審議長へιよ 5WlHの分かる形式

の記録用紙を作り、計画と実4子されたものをセ

ットにして保存していらてみては?と提言しま

した。

もろもろの言い訳を並べました力ヽ 40周年誌

に、最後の記録訂正を掲載しようと思います。

そのあたりを「時効Jとさせていただきます。

記念誌掲載のPWについての確かな記録、記憶

をお持ちの方は、それまでに事務局へ訂正の連

絡をお願いします。

「
市黄運罫婁月」 の活動についてですカミ

これば現地に雪力`あったかどうか?ではなく、

「冬期」の活動という意味で使用 しました。

秋休みのPW後、冬眠状態になる部員影 く、

冬期にどのような活動を行うか?は部の課題で

した。

山岳部的だと反論されつつ雪山が取り組まれ

たのは、ヨヒ陸にあっては山が雪山になることは

避けられず、四季を通じて自然と向き合う上で

雪山も取り組むべき―とされました。仕方なく

ではなく、多くの部員が自い世界には魅せられ

ていったようです。

「リングルとは?」 にとって、この時期が本

音のうかがえる時ではないか?さ らに山岳部的

に雪山をめざしていくのか、この時期こそコー

ド主体に活動していくのか?ゲ レンデスキーか

ら山スキーヘといった動きが出てくるのか?―

そんな観点から、まとめてみたものです。
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雪山にこだわりのあった方には、一つ一つの

PWが次の足力
‐inヽ りとなって、地域や、山l穐

期が拡大されていったのであり、冬期のPWが

抜けていることや、年度区切りにミスカくあるら

しいことは「仕方がない」ではすまされない問

題であろうと思います。

この件については、やはり「こだわり」のあ

る方に、事実を追っていただくしかありませれ

どの時期にどんな節 ヽ どんな技術が導入さ

れていったか?興味深いテーマだと思います。

今年は5月 末に雷鳥沢でヽ翼役が雪上 トレを行

事として行っており、雪山志向が強まっている

印象もあります。

鼈 長もかつて雪山に魅せ られた一＼

なのです力ヽ oBになってからは、余りに雪や

岩といった先鋭的な山行をする人は、かえって

境遇が変わった時山から遠ざかってしまうとい

った見解を持つようになりました。生涯ヮンダ

ラーであるために、活動を柔軟に多様イヒしてい

くのは歓迎一の気持ちが「穫雪期」の扱いにも

働いてしまったと思います。

「積雪期」について、前述のように部室の資

料でまとめることは困難であり、各PWの リー

ダーに問い合わせていくことが一番確実なよう

です:責任転嫁のようです力ヽ もし調査にあた

って下さる個ノ崚 グループがあれιま 編集活動

賛をまわします。青春の正確な記録を掘り起こ

したい方を募集します。

ビ ー コ ン 及 び ア マ

‐卸晰番1。こ関 し て

くそ の 2)

「こんな時に言うのも何ですが一」と懇親会の

折りに聞きました。

年度はじめの3M会 (3年ミーティング)で lよ

ビーコンにせよ、アマ無線にせよ、今の自分達に

は使いこなせそうもない。もし、それだけの資金

があるのなら、プールしておいてもらって、いざ

という時1回でも多くヘリを飛ばすとか、すぐ使

えるお金としておいてあるとありがたい一という

ことにまとまったのだそうです。それをロ ト手の

佐川が「いらんだろうになりました」しか言わん

からに一。と、佐川氏は責めを一手に引き受ι九

立派に主将職を務めているようでした。

.それでもさすがに冬山がせまり、「どうしよう」

「今から受けても間に合わんじ一」の声も、かす

かにはあるよう一。

事故が起きてからより、事故を起こさないよう

に役立ちたいものですがt当人達が希望しないと

いうのなら一、ともあれ正確な返事をお伝えしま

九

彼等も何か起きれは まず頼れる所はOB会と

考えているそうです。その意味では、OB会がき

ちんと活動していること力ヽ 遭難対策につながる

ことなのかもしれません。
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部 誌 BHを 出 す ぞ 1

‐  舶―肝号編集長  西馬 由岳 鋤

この度、部誌BHを発行すべく活動することになりました。今回こそは何として

も発行しようと決意しております。さらに、今後年1回の発行を軌道に乗せること

ももくろんでおります。

とは言ったものの、まだたいした活動はしておらず、この先の計画も立っており

ません。どうなるのか不安ではあります力ヽ OBの方々に予告することになってし

まいました。

OBの皆さん、我 編々集委員も頑張りますので、助言と資金援助薩お願いします

。なお、広告の掲載も予定しておりますので、もしよろしければ御協力下さい。

それでは皆さん、お楽しみに。

事務局からの械足

昨年も部誌BH発行い ち上がりながら

没し今回は先の28-2号が発行されてから5年

目ということで、「何としても」と気合が入ら

ている様子です。

部発足い らう計子された部誌BHR昭
和61年の解号以後中断し平成3年にようやく28

-2号がOB2年の水腰。石倉さんの努力で復

刊されたものの、また中断となりました。金大

ワンゞ 筵 限らず、圏鶏ま 同人誌といったも
i

のIBIの傾向にあるようです。   ~: ・` I

かつて部に歴代のBHれ でしヽた嵐
.そ

れを読んで活動の示崚嗜与えられた人や、都活

動ハ喘 の答えを求めようとした人もありま

した。マルチメデイアやインターネットの時代

であっても、時間。空猜睦超える活序の魅力は

失せるものではありませれ       ― ‐

さらに

…

をまとめた勒 らは

年月がたうほど事実は追えなくなるものでありヽ

1年毎の記録の総活を担っていた点でもBH誌
l寿評価できるものでした。

BH誌発刊への資金援助は、第 1回の役員会

にて承認されています。5年ぶりの発刊となる

と、記事の中には若手OBも含まれています。

また、現役も当然OBになるのであり、彼等の  _5-

…
きちんと残るよう援助していくこと

lよ 十分OB会の目的にかなうものと思ι、ます:

今回

…

桁 います八 次回から本当

に毎年の発行とあればヽOB会報のような安価 ‐

な手段も考えてもらし、 その時はその時なりの

支援体制をとってみよう1思ぃます。_

またBH誌轍 α舗勲:E日し
)・ 全91.

にE4●,る予定です。コ役との交流の企画への

参加もなかなかに難しいことで、BHを手にし

ていただくことが確糞な交流の手段とも思いま
九

日みの中にありますように、広告、編集活動

への差し入れもよろしくお願いします.

宛先は 金沢詢町騨■0-5田中荘 5号

西馬 由岳 070,盤-8201

着手OBの方々へ。今回のBHには皆さんの原

稿も載りま:先 OB-0方 R螂
会に納入をお願いします。―lmAの糠

5期までが1万円。

“

期tt8000Hで す。

―
日座   00700-卜 14120

金沢大学ヮンダーフォーゲル部OB会



*登 ■鮨 道 整 備 補 動 金 の こ 2ニ

月見の宴の直後に、ナカオ山岳会の林代表か

ら爾きました。「登山道の修夏に動いているよ

うな団体があれ:よ 補勁金を豪1してやるように」

という声力ヽ 金沢市長から、農林関係の部署に

力功 りヽ、そこから林さんに問い合わせが入った

そうです。林さんとしては、医王ユ1のナカオ新

道以外に手を広げる気はなく、もし金大ワンゲ

ノ励 高ヽ二郎の道に取り組むつもりがあれ|よ そ

のように図ってやってもよいが ‐ということで

し.た。

懇親会の席で現役 3回生に聞いてみたところ、

彼等ιま大乗気で、

「部も個人も万年金欠で、是非お願いしたい」

とのことでした。

その際同席していた上馬さんと栂さんからは

「あそこは固有林であり、さらに自然環境特別

保全地区で、本来は一本一草たりとも手を加え

てはいけないことになっている。そのあたりを

行政サイドで解決しておいてもらった上での話

なら一」

との懸念が出されました。

林さんにはその懸念を伝えた上で、.話を進め

ていただけるようお願いしました。書類の上で

はどうしていけばいいのか?林さんのアドバイ

スをいただき、前田顧間にもご相談して、進め

てみたいと思っています。

そうやって高二郎の登山道整備が進んでくれ

れば幸いです。

今でも、高二郎は金大ヮンゲルの山であると

いうことは、石川県の山屋なら知っています。

「おらが山」といえる山があること、先輩。後

業が等しく懐かしく思える山力ち ることは有り

力くたいことだと思うのですが‐̂Ъ
‐

月見の宴の感想に添えて、次のような提言が

ありました。

「前回ベルクハイムに行って感じた事です八

現役部員はさほどベルクハイム自体には愛着を

持っていないように思われました。でも、もっ

と使って欲しいと思うのは私だけでしょうれ

そんなことからも提案したいのです力ヽ OB
会の有志による山小屋作業はいかがでしょうか。

金沢近辺に在住するOBの欄 ヽ適当に日と

作業内容を決めて1泊 して作業を行うという方

式で九

私も含め、山には行きたいけれど、体力と時

間がとれないという連中がほとんどだと思いま

す。でも自分の愛したベルクハイムのために、

2日間を作って集まるというのもよいのではな

いでしょう九

来春あたり,度計画してみませんか。」

私自身も地元OBは飲み会へと日和るのでは

なく、小屋作業でつながっていけたらと思って

います。そんなまとまりがあれば、万一の遭難

時も、ましな対応ができるのではとも思います。

40周年にはワングル平の看板を立て直したい一

も、夢なのです。
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懇 親 会 で の よ も や ま 話

(今年の3回生は路期:高二郎での新トレが再

開された時には1回生で、その時は]I火事故で

山行は中止になりました。35周年を 1回生の夏

に体験しました。城内キャンパスで 4カ月を過

ごしヽ あの長屋部室を知る最後の代です。男子

ばかりの13名。当日は哀れ追試の餌食になった

人達を除く9名が参加しました。)

れ`そ一看板を立ててもいいの

は文化系サークルだt九 運動系はどこも看板

禁止になっている。

新入生を飲ませるのがボッカトレの後bあれ

て果れられて、辞めていくのが何人かいる。

「 マネージャーならいいですけど、部員にな

るのは一」と辞めていった女の子もいた為

□角間キャンパスに移ってから、部屋に寄るこ

とが少なくなった。以前は、授業が抜けた時

には行って昔の記録を広げて読んでみたり、

帰りがけには必ず寄ってみたりしたものだっ

た沢 今は行かない。増嗣鴨りOJ臓れていて不

健 寝られるような雰囲気もないし。

山行の行き帰りも不梗:利用できるパスがな
:  :卜 、 .  |― ‐1

い 。

□今年の秋休みはPWが 1他

(PW審繊張がPWを増やすよう努力します

と紹介の時も言っていました。)●
それは――・学部ごとに休みがずれて出しにくい

の?

個人山行を認めたことが第一の原L3回生
くらいにな乞it結構2人用なんかのテント
を持っていて、自分選で111.'|を

つさり話
がまとまってしまう。PWにすると手続きが

面机 まず学生部に行ってアポを取って来る。

その日に見てくれる訳ではなく、指定された

日にもう1回行って説明して、何か言われた

ことをもう1度P審にかけて、となると3週

間はかかってしまう。ああ、面倒 !で個人山

イ子にれ てしまう。

でもそれはチェックがなくなり、隠れ山イ子

になっていって、かえって危険を増やしてい

ることにならんかね

マズイと思っています。PWは 1個じ力咄

なかったし、結果的に1年生が山べ行けなか

った。

転者の負担を減らすと沢 期 を強開され

ないなど
…

関 ている11しかし本

当た事級を起こしそしまった時に蔽どうなる
か、自分達にも見当トウロれ、 しかしアプ

ローチが格段に楽になり、ワンデイハイクの

動 げられ、車志向は避けられない。と

もかくt助手席の奴が声をかけたり、休憩を

とって帰路には気をつけるようにしている。

□「大名食当」としヽうのは知らないが「1年生

の日」というのがあって、山の最筆の日には

1年生を仕事から解放している。合宿の時、

自分のパーティーでは仕事力■離 した後ほ

毎日ポーカーで分担を決めていた。パーテイ

ー単伽 切 さヽいこともあり、一緒に仕事をし

ている。

□歓送コンパは今は施設 (安い線 国民宿⇔

で泊まりこみでやる。それは4回生の主催で、

どこでやるかはギリギリまで温 、金かかる

だろうな。俺達の代はたくさんいるから一ヽ

当たりが減って以勁 るヽけどなあ。

□新 トレの後は小屋作業まで誰も小屋へは入ら

ない。」渥 作業の下見に撤饉が入る程度。出

島からの草刈ですか?あれはキノコ取りなん

かがメ」ってイ予くらと′くてヽ撲らが下見に行っ

た時はまだ荼ウボウ。どうする?これも懐か

しい自然やtそのままにしておこうといって

たら、本番の時にはもう/11っ てあってcええ、

去年なんかもそうでした。
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OBの方から:よ

月見の宴の後の自山で、現役と院生OBに声を

かけらJ餞 ずっと話しながら歩いて楽しかった

ち気軽に声をかけて欲しい。その方がOBも嬉

しい。なかなか全員の顔を覚えられもしないの

で、山ヽ入る時にザックにつけられるようなフ

ッベンかなんか(・金大ワンゲ羽関係と分かるも

のがあるといいと思う。結構年功序列の残る部

|だがt卒業すればそんな構えを外して、同じ0
Bと して気経に交流できる仲間になっていきた

:しヽ:`:

の提言や

議職するにあたり、公務員としての心得を聞か

せてほしいとの電話をもらい会ってきました一

との交流も報告されました

という次第でお酒も次 追々加、楽しい二時が

過ごせました。山
―

お祈りし、近い将来

OB会員として歓迎する旨お伝えして、お開き

'と
しました。

備、ワッベンの件、傷害保険の保険証を兼ね

れは 必携してもらえるのではと思います. I

動 方、このアイデア買いませんか?)

参 神 予定 者 か らの通 信

*仙田 厚太郎      1期
何時もながら、色 お々世話していただき本当に

ありがとうございます。

久し振りに多くの人達と会えるのを楽しみにし
ています。

メ喘「 〕は 3期

当日、「白山いくたびJと題する、元金大学長

…

の詩を持参いたします。作曲に心
得のあるOB、 現役で、この詩に曲をつけて部
歌としたら如何でしょうヵ、

螢

倉谷で砂金とりをしたいものです。

"年
ぶりに日の目を見た登山IIL雪溶け水の中

で01つかりと防水が効きました。6月には雨
飾山、8月 0こ tt/ヽヶ岳、天狗岳―横岳―赤岳と
6期の上野先輩としっかり縦走して来ました。
これならまだまだ頑張れそうです。中高年パフ
ー全開と云ったところです。

*穴田 昭二    __8期
学校登山で中学生達と8月 2日、 3日 と自由に

行ってきました。その前後はずっと晴天だった
の||、 2日、3日 は雨とガスと風‐‐も しかし、
ワングル1年 1生 畷 IB)ょ り自山へ登り始め
て、今夏のお花畠:灘蘭義

OB会月見の魚 お世話、ご苦労様です。楽し

みにしております。

■王越 耕作      9期
月見の宴の準備ご書労梶 やまざと3号楽しく

読まさせていただきました。倉谷へ入るのは何

十年ぶりでしょう。楽しみにしています。
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*吉田 華造 9期

よろしくお願いします。今夏は自馬三山へ登り

ました力ヽ ガスと雨で散々でした。ゴアテック

スとかいう立派なものを買いました。もうボン

チョの時代は通り過ぎたのでしようねもシュラ

フは処分してありません ので、シュラフ借り

ます。穴田さんに会えるのを楽しみにしていま

九

*小山 清 11期

いろいろとい です。11期守内氏自

宅電話番号変更です。9期限谷川和成さん、立

下さい。 醸 が遅れて申し訳ありませム )

*吉田 穂積      13期 :

御苦労様です。ありがとう。「やまざと」興味

深く読ませて頂きました。

*辰野 隆義       13期
ベルクノ、イムでの1泊を楽し●ヽ レて,)ま す。

*柴田 茂樹・訓子    13期
この度のことでは 〈編者注 ;1略 さんの水

死事故)言葉を失っています。昨年12月 14日東

京よみうリホールでお会いしたのが最後になっ

てしまいました。お通夜にて、お母繊ミお兄様

にお会いしました。奥様のこれからを想う時、

的がつまります。お力になれることがありまし

たら‐Ъ

9月 25日 倒)富山事務局にて講師陵頼があ

り、月見の宴の続きで、そちらへ向かう計画を

立てています。

*清家 雅幸      14期
大変遅れて申し訳ありません力ヽ 斎り疹珈させ

て下さい。3erghei臓 での皆さんとの語らいを楽

しみにしています。             _9_

|             , 1(

*J:鰐 融     1剛
OB会役員会の皆さな いつもご置鶏薫で九

少 しくらいはお手伝いできますので、また声を

かけて下さい。家族 4人で鳥海山へ登ってきま

した

*坂尻 患秀   1   15期
なつかしい倉谷の月を見るのは何年ぶりのこと

になりましょう力、りll音 と、トラツグミの鳴き

声になかなが寝つけなかったことを思い出しま

す。 |

執行部の一員におりながら、能登に引っ込んで

からは協力も十分にできずにおり、皆様にご迷

惑をかけていることをお詫び申し上げ率す。

会報の中では寺崎さんの手記には、心打たれる

ものがありました。山に限らず、普段の行動や

身の処し方などにも、合い通じる面があり感銘

を受けました。よくこれだけの手記を書いてい

ただけたものと感さします。

盆明けより約5週間t茨城県つくば市へ出張す

ることになっています。したがって、月見の宴

の事前準備などには何も働けそうにないのでご

了承をお願いします。

*松林 知二      15聖
こんなことでもなければ、もうBHを訪ねるこ

ともなくなりました。忙しいからこそ、私生活

を大事にし、今を精‐杯に生きていくことの大

切さを痛感しているところです。等

お世話ご皆労様です。よろしくお願いします。

*鶴 哲雄 ____』  _

OB会名簿にι城 要ないかもしれません力ヽ 帰

省先の住所、― 号も、同期の名簿には必要

なことが良く分かりました。

峨 井君の水難事故に際して)

登 輯 一 一一一―ユ塑

梅雨明けしてから登った山一妙法山 (ついに二

男坊に抜かれる)、 自山・ヌ1山 G易 を

自由ラ|き 回しの刑に処す)、 食1睦 (夫婦で早月



尾根コース)、 立山 (人分からの弟=家と。甥

っ子と銅 、木曾駒 (―の予つ 。まずこま

快調に夏山を楽しんでいます。311山の頂上では、

5月 に高二郎の頂上で会った人とバッタリーび

っくりした後ニンマリ.中高年の山中毒多し。

そして、チプリ尾根では、合宿 トレ中のKUW
Vと もすれ違う一若い汗ってやっばりいい !

*iLili隆次     1蘭
欽 の便)仕事の都合がつきませんでした。

欠席させて下さい。

*理目序 恒」准         lg舅

毎々連絡が遅れて申し訳ありませた

」理Ii 利弘   ___ 1鐵
8月初旬に家族で自由にイ子ってきました。肇

は7月 の多雨と低温で花期がずれ ことのほか

きれいな花を見ることができました。

…仕事の都合上、出曜日は体めないと思います力ヽ

変更出来れば出席したいと思います。

軟 の∞

たいへん残念です力ヽ やはり休日がとれません。

参加の皆さんによろしくお嶺え下さい。

― ―

型
お争配動 です。

*広田 秀和      %期
おひさしぶりです。丁度夏休みに「やまざと」

が届きました。

*渋谷 敏行 期

響 くなってしまいました沢

お願いいたします。

よろしく

*北村 智明・高木 美保

"期いつもご苦労様です。返送遅れてすみません。

できるだけ参加蔭る予定ですがヽ子供の様子等

をみながらということでお願いします。(子供

はシュラフ&テ ントが苦手らしい …8ケ月の去

年は平気で寝たのに、 1年 8ケ月の今年は怖が

ってぐずりっばなしてした。)

*野田 和裕      ∞期

麟 で)           .
祖父危篤の報が入り、参加できなくなりました。

*石倉 昭彦 31期

よろしくお願いします。

*奥出 俊‐  ‐ 鋤

入院 C40日 )、 引越t就職とバタバタしてしま

い、連絡員としてお役にたてず、スミマセン。

9ケ月間t膝にボルトが入っていた (どこかで

聞いたような一うの人 やっと恥ほ これから

快気祝いに鳳 赤牛岳へ行こう、という朝に

このハガキ機

*金田 学    34B
8月 のお盆に帰省してようやくこの企画のこと

を知りました。今年から働き始めたもので、は

っきりと行けるかどうかはわかりませんが、気

持ちは参加したいと思っています。また連絡し

ます。

G轟…響 事の緩 カザ 知り

褻 期 ●   湖

1ケ月先のスケジユールも分からぬ仕事です八

参加したいと思っています。よろしくお願いし

ます。  1           ‐ ■

軟 の使)             |:
すいません。仕事の都合で不参加になりました。

せっかく手配して下さったのに申し訳ありませ

ん。お気をつけて行ってきて下さい。   |
-10-  ‐ 、



不 参 叡 rtか ら α)i腱信

*佐古 文男   112期
お世話になっております。 9月 には帰省します

ので、参加できそうもありませた

*西尾:皓史    3期     ‐

501を過ぎました力ヽ 元気→いです。年1回の

白山登山で自分の体力を測定しております.土

日はなかなか自分の時間がとれません。参加r
きないのが残念です。

*岩井 修    3期
5月 の連体に島根県境の安薄寺山に登りました。

男3人、女 4入 (すべてオジンとオバン)。 俺

はベテラン、動 にバテルだろう一。てな

調子で行きました八 1番先に足に来たのは最

年長の気 半分はパックで山を下りました。ヤ

レヤレ!!

S解

…

化のクラス会が9/1&lLリ
ストラの大人事移動が鶴/1.定年延長の身で

なつかしく会報拝見いたしました。今回は参加

できませんが、次回はと考えております。

一撻 はどうなりましたか?新しいキャンパス

に移りましたでしょうか?皆様のご麟 お祈

り申し上げます。

*森島 稔    4期
9/19-器 まで出張 C― lのため残念なが

ら参加できません

「やまざと」3諭 .εの東海ワングル会不参加

の説明に記した異動|よ 結果として続設となり

ました。なお忙しく、やっています。皆さんに

よろしく。

*亀田 武     5期
サラリーマン生活∞年超、すっかり自然とのふ  _11_

れあいの少なくなったことから、1度は参加し

たいと思いつつも、他のスケジュールとバッテ

ィングしているため残念だか ^Ъ 参加のOB各
位にぜひよろしくお伝えを。

*山田 充   . 5期
楽しい宴となりますことを祈っております。

*金岩 ]先   5期
今年は仕事も変わり、心機

=転
チャレンジ中で

す。なかなか山行きもできず、せいぜいテニス

でお茶を濁す程度:皆さんのご健勝をお祈り致

します。    |

*稲葉 正己   5期
役員の皆様の大変なご苦労に感謝致しておりま

す。近くに居ながら、自らの理由でOB会の活

動にご協力せず申し訳なく存じています。月見

の宴のご盛会をお祈りしています。

*7Jヾ公 デヒえ     6期
会報やまざと3号送付有り難うございました。

懐かしく読ませて頂きました。月見の宴は都合

悪く、参加にきません。残念です:山登りは今

でも年に 1、 2度嶺家族で楽しく登っています。

*大崎 進     6期
月に1度は出張するので、うまくいけばと思っ

たのですが、残念でした。出張帰りに時々 (自

分にとって)未知の山へ登ります。いつも単独

行なので、観洸ルー トのみです。今春は金峰山

で、いくつかの大学のヮングルと出会い、昔の

光置を思い出しました        ′

*石橋 毅     6期
「やまざと」ありがとうございました。今夏は

1ケ月ほどタイ北部に調査に行って来ました。

日本の夏の方が署い様に感じま九

BeFgheimも 1度t訪れたいと思っています沢

実現しませんbき っとそのうち―.



*合津 尚    6期
BHの修復がうれしい。参加したいけど、都合

がつきかねそうです。

今年は2回のフルマラソンにチャレンジ (ア ン

ダー4時間

月見の宴とは、優雅な人種になりました。自身
の体型を見返して、狸 寺々の

― の「挿絵」
を思い出しました。

*越 粧  詢

今回の兵庫県

―

で、神戸市中央区のマ
ンション喘園興関係の人に貸し、私は下記へ引
っ越しました。現住所の変更をお願いしま丸
全員元気で過ごしてぉります。皆様のご健勝を
お祈りしておりま丸

幽 _‐
_整

ご心配をお掛け致して申し訳ありません。家族
全員無事です。震度7で運りヵ載まとんど全壊こ′

た中で、家 lま比較的新しぃせぃか (築後F→
住める状態で,九 例願 は異状なし′)

やまざと楽しく読ませてもらいました。今は、
主人と郵 、無理をルないで近場の山へ登って
います。今年は忙しくて、夏の自由に2回登っ
たきり。秋を待っていま九

*沢田 孝雄    7期
7期幹事の村田女史より、会費未納についてお
叱りをうけ、同席者のうち未納者は帰宅後直ち
に送金することになりました。遅れましたこと、
お詫びします。              |
やまざと、ぁリカくとうございました。

製 鉦 脚
昨年12月 より異動で広島へ単身勤務です。中国
山地、西中国山地 (いずれも国定鋤 にも素
晴らしい山や峡谷があることヵ、歩いて判りま
した。明日は娘達を連れて、西中国山地の三段
峡から恐羅漢山 レソラカンザン)を歩きます。
会社行事の関係で残念ながら不参加となりまし
た。

・ちょっと出移ぎのつもリカヽ 居心地の良さで

錦 博道  9期
「t事ギと」3号ご送付いただきぁりがとうご
ざいました。

月見の宴は都合で独 きません力ヽ ご盛会を
祈っております。

*清水 -     9期
「やまざと」あ送付あリカくとうございます。楽
しく読ませていただいています。
本年も山へ行けナ Ъ元気にやってぃます。

*白井 勇   9期
楽しみにしていました力、 先日、中

…会出向を解かな 本店へ更りました。予定がた

ちませんので、申し訳ございません力ヽ 欠席さ
せていただきます。

教員期 軸 の藤 段階で、休日出勤予定
のため、残念ながら参加できません。

8月初め、ふとしたことからブナオ峠が菫で越
えられることを知り (遅れてますが一)、 304
ぶりで不動滝と対面してきました。

BH劇蜜魚 うれしく思います。関係された方    
東京器年島

i」壇
FTIで摯 /i響 ]:[彗

選Ittl1lll轟
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勤務先が諏訪精工舎となっていたら、セイコー

エプソンに直しておいて下さい。

そろそろ名簿に電子メイルアドレスを記入する

鴫静υ卜も.

5月末より木更津で独身生活を送っています。
~FMに

住んでみると、高い山と雪の動

かしくなります。

*山口 裕    11期
最近、月1回のベースで山歩きを始めました。

現役の皆様は学生時代を大いに楽しんで下さい。

*杉森 和義   11期
‐

返事が遅れて申し訳ありません。先日「東海ヮ
ングル会」に出席ほ 多数あOBがしヽまだ「現
役」で楽しんでいることを聞くと、ゼネコン (

熊谷組)勤務の私としては、くもっと自然を大

切にしなければ>と自―
に落ち込んでいま

*ヨUIIチ峡   1劇
BH修復おめでとうございます.卒業以来あ

へ =度
…

ってみたいと思っていま九

壺3内 成-   11期
漱

―

過ごしておりま九 [

OB会、頑張ってみえますのはよくわかります

がt過ぎて疲れられません様に。

Ю年位先に、普通に活動が競いていると楽しい

ですれ いず轟 しても御嗜労様です。

*PJ洒  外」日導   囲

白神山系、―H― とヽ 日本有数の大自然に

囲ま械 生活を始めて1年になります。llp
に親じむ生活に変わりつつあります。

先日東海ヮングル会にて懐かしき山々をステイ

ドで見へ感慨を深くしました。

今回は参加にきません力ヽ またの機法を楽しみ

にしています。

…

  ・1闘

山は遠方より眺める存在となりました力ヽ それ

でもく無関係>にはできない存在です。立山に

しろ、乗鞍にしろ、富士山の5合目にしろ、上

高地にしろ、心を引きつけるものがあります。

=角点を有する郷上の低山もまた同様です。

*懸L]好   1棚
いつも連絡有り難うございます。脚 暖 は

金沢在住の方がいないせいもあり、なかなか一

日に会する機会がとれません。東京や大阪など

で、一部の者が集まり飲み会などやっているよ

うなのですか ―Ъ皆、元気でやっています。|

*仁議 早苗   14期  :

やまざとを読ませてもららているとヽ 皆様の元

気のよさが伝わってきます:こ ちらも今t学園

生の食事作りをさせてもらっているので、夏休

み中、行事も入って大にしです。霧がはれると

毎日斜里岳の山々が美しく見えるところです。

*鈴木 良紀   15期
新 トレで、石を担いで歩き登った記憶も、うす

れていっています。

*山田 容子   16期
会報3号、読ませていただきました。もう卒業

して20Tた ってしまったのかと、年月の過ぎる

早さをしみじみ感じています。とても懐かしく

思います。

*金森 広    
“

期

神戸から東京に移って1年半となります.大震

災には会わなかったものの、あの美しい神戸の

街が一と、心を痛めていました。 1日でも早く

九

-13-



:i:るバliFal式

合がありt参加できません。BHの修復御苦労

様でした。&皆さん方の機 しんで下さい。
*襴座 久子   1霧 目    . :      またの機会に。

の復興を願っています。兵庫地区03年ようし

くお伝え下さい。

*中野 濠-   16期

倉谷、BH、 高二郎―懐かしい想い出が蘇りま

す。そうそう、あのカメ虫の味も忘れられませ

ん。都合で参加できません力ヽ 宴の大成功を祈

ります。

壺

会社の旅行に重なってしまい、残念ながら参加

できません。皆さんによろしく。

*麹 ¬蚊   1宙
好天に意まれますよう、お祈り申し上げます.

「やまざと」N03楽しみに読ませていただき

ました。この夏、中3の息子が友人二人と大雨

の中、大日岳へ登り心配しました。寺時さんの

遭難記録はタイムリーで、身にせまるものがあ

りました。貴重な体験記をありがとうございま

した。

二

参加したかったのです沢 醗 があって、残

念ながら参加にきません。又薙 を楽しみに

してます。

*側率 葺 躾  1剛
毎回盛り沢山の情報卵載せられた「やまざと」

を送って下さり、感謝致します。今眠 全く山

から離れていますがt「遠山郷の御案内」を読

み、行ってみたくなりました。

*壺五□ 盛五l______19靭
職場から高二郎や大間がよく見えます。会報 3

号ありがとうございました。潮 lIさ んの記事は

なつかしく、新 トレを思い出しました。子供が

¬緒ιこ4子 ってくれるようになったら、また白山

に行きたいなと思っています。

*岡崎 秀二    21期
参加したい気はあります力ヽ 中国滞在期間のた

め、無理です。    |
役員の皆さん、本当に御店労様です。

*竹中 敏     21期
夏、リゾート気分のAIIMヽ 都会からドッとや

ってきます。.でも、何かものたりなさを感じま

す。日本海側生まれの私は、やっばり、プナ林

力嚇 り、冬には、たっぶり雪の降る所が好き

です。

*剤藤 剛    劾

平均 2年に 1度転勤しており、OЁ会あ方々へ

はご迷惑をお掛けしています。

子供がもう少し大きくなったら、山イ子を離

る予定です。OB会投員の方 は々大変と思いま

すが、今後もガンパッテ下さい。よろしくお願

いします
`

*鎚 導好   ‐ 2醐

金沢在住のOBの方々のは 思いながら、

拝読させていただいております。

駒帰からダムまでの林道で、ほんのり匂ってい

たうす紅の花:タニウツギと新トレの時に教え

てもらいました。

率黒崎 敏男     22期
今回は残念ながら参加できません力ヽ べつの機

会 的 :こ は是非参加したく思っています。

月見の宴の成功をお祈りいたします。

-14-
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*森 恵利子    2期      ｀

お二Z日に先に予定が入っていましたも残念な

がら欠席します。

*高橋 智恵子    盤期

遅れてしまい申し訳ございません。今年のユ

何年力遂的 にバテパテになりながら槍・穂に登

りました。今回は残念ながら参加てきません沢

次国に備えることにします。

*1場ll淳一    "期
山:静らも遼ざかっていましたがt昨年より、

上の娘と夏の白山に登っています。近ι洋移鳳

家族 5人で山を楽しめる様になれ:ま と思って

います。

簗 ´建    
醐

会報3号、楽しく読ませていただきました。月

見の宴17t仕事のため参加にきません。

「東海ワングル会」発足おめでとうございます。

向鍵期には昔から、自称「盤期関西支部」力=あ

ります。

はのOTTは「ラドンJで もなく「ウドンJで

もなく「メゾン」です。OB会名簿の訂正を

お願いします。)

*興井 隆   銘期

赦 きなくなり残念です。ところで、今後B

Hを利用したい時はどうしたらいいんでしょう

か「
‐・.OBは利用できないんでしたか?

鰯 主;原則として、現設主将にあらかじめ

ご連絡下さい。OBもどんどん利用して下さ

い。カギの番号は594です。)

*辻 政孝    器期

子供の小学校の運動陰があるので欠席させてい

ただきます。

*石地 隆司    "期
トリさん、御書労さんです。返信遅くなってす

んませ

～
てし●L・ ヨメハン連れて行くつもりで

したけど、事曝勁くあって行けなくなってしまい

ました。密かに倉谷でイフナ釣りやってやろう

と思っていたのに残念です―.

P.3.次回の会報楽しみにしてます。

*名倉 均・雅子 . 田期

予定がたたず、参加は無理のようです。

夏休みに北海道の器穏彗d隠な 21期の竹中さ

んファミリーに出会い、びっくりしました。

*聯  験 期

ベルクハイムというと、難 思い出すの八

高桑弘親さん C圏

"遭
難時に、同行していた

辻泰樹さん 09Dノゝ ベルクハイムにあるノ

ートに詢 た― す。「非織 掛 ?」

い て始まるあの文を読んでなおさら、山

での (人為的な)事故だけは避けたいと、強く

思うようになったものです。あのノートはまだ

あるのでしょうかもあれだけは大切に保管して

おいてほしいと思っています.

*黒岩 達夫     20鵬
8/L9-"と 1期鰤現陰 編洲さまあきゃん討

を信州器 で開催し、久味 りに眈 盛

り上がりました。来年も第2回を開くことを約

東し、楽しいキャンプを終えました。参加者は

下記のとおりです。

坪井t仲はヽ酒井+JR― +娘 2ンな

麻測夫妻+息子2″ヽ 私、あ期罐 口君、の計

大入9名小人5名‐―割陣].

*創‖ コ勝   |_四
やまざと届きました。ありがとうございます。

*淋Fヨ齢 籾 ::業 目 脚

卒業以来訪れたことのない倉谷、BHをなつか

しく思い出しています。残念ながら参カロはでき

ません力ヽ 伊勢原から月を拝んでおります。

今年春に2人目め刊共力瀬吐しました。 低勁く

男。今度は女でした。)しばらくは育児に専念

の日々です。いつの日か家族で山登りできる日
-15-



を楽しみにしています。

Po S.会報には、いつも元気づけられる思いがし

ます。ありがとうございます。

翻

いつもありがとうございます。7月 22日 に2人

目 (女の子)力性抜れました.病院の窓から梅

雨明けした空と、自由を眺めていました。また

当分は子育てに専念です。

*荻生 一 美      飾 期

大変なつかしい場所へのお誘いなのです八 家

の都合で行けません。天候に恵まれ、楽しい山

行になることをお祈りします。

*畠山 潤      %期
長女の出産とともに山行方法も大きく変わりま

した。来年は家族でのキャンプ、スキー等を計

画しています。

*二本 博子     "期
ただいま妊娠6ケ月。%年 1月 出産予定のため

しばらく山へは行けません。また子供が歩ける

ようになったら、山で会いましょう。

*中道 正機 翻

現在t左膝の変昭圏朧難翻主 q澄勤 と診断さ

れ、昔のように元気に山歩きのできない体にな

ってます。皆さんと会えないのが残念です:現
役もOBも無理せず山を楽しんで下さし、

*多久 聡美 31期

いつも何のお手伝いもできず、申し訳なく存じ

ております。|

盛会をお析りいたします。

*辮ri妖    醐

お返事選くなって申し訳ありません。現在私は

まだ就職活動中で、その時期試験等があるかも

しれません。ですから今回は残念ながら欠席さ

せていただきます。          |

寺 崎 き ん か ら α),お便 り

(会報3号の毛勝山遣難記の動

拝啓 猛署の折、お元気でお過ごしのことと思います。本日「やまざと」と

「ベルクハイム」をいただきました。

たいへん立派な会報で、興味つきなく読ませていただきました。

この本を私の登山に生かし、山岳遭難警鐘の座右の銘として大切にしたいと

思っています。ありがとうございました。

会員の方々にもよろしくお伝え下さい。            敬具

‐8月 5日      寺捕 に
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月 Jttα)聾響 ‐劫 口堪彗

先発隊
‐
K/」 轄ヽ キャンパス午前9腕

マ‐マイカー疇 り

1闘 震野 麟 マ 7

B蒻 柴田 茂樹 マ
1[リリロlJMロト,QI=」 G園

13期 吉田 穂積 マ́7

13期 柴田 訓子 マ

1珈 上馬 離 マ4

1鋤 吉本 競 マ4

1剛 畑 寵 (m

本隊 0泣野キャンパス午後 1時働分勉 Xと JR・革なし

腕 無しは金沢市 。松任市在住

名前…2日 の登山希望

3期 田村 昭夫 (福島)」R12:55

7期 枷 納     マ

9期 平村 編乍磁艶‐澱12時

11期 Jヽ山 清 備購滲 x

顧問 前田 達男     x
l期 l‐n田 蜘 幅 剛

3期 小林 宣泰

8期 穴田 昭■ 何松 )

9期 吉田 幸造 (滋艶 JRll時

14期 清家 雅幸 (埼玉)」R午前

15期 坂尻 忠秀 触

1鞠 S_4睡 伏飯)」Ftll:"

鈴期 久富 象二

"期
 小久保光将 爾

"期
渋谷 敏行

31期 ,蠅研磋子     x

“

期 沢田 哲之     x
鉢期 田中 充      x

マ 4

マ 4

マ8

マ 2

マ 4

マ2

15期 舟田 節子     x
18期

…Ю期 栂  典雅

"期
鳥越 伸博

期 攀

31期 石倉 昭彦

%期 石川 明弘     x
お期 金井 下人     x

マ 4

マ 4

マ 4

マ 4

マ

る期 広田 秀和―-1集合場所を角間キャンパスと間違え、参加てきず

"期
1研寸 智明 。高木 美保

‐‐‐23日 のみの日帰り

鉢期 奥出 俊― ‐
22日 た本中。23日 に登]鳳 先0こ下此

当 日 の 係      _

鳳鯉i覇式舅麗]還計
~襲

借 用
‐

手 配

テントー栂 (いぬわし) 舟田 (ナヵオ) 鳥越 0睫弱縛
トランシーパー .ラ ンタン‐1栂 (ぃぬわし) ヵメラー‐上馬
ローツク、名私 1歌集コピー、花東、貸出シュラフ ニ舟田
工学部駐車の件―削 顧間 犀り||ダム駐車の件一樹 ||

参加者へ案内送付∵舟田 高二郎登山者へ連絡―榔 Ii

現役へ買い出し金受け渡し―L鳥製L   _17-



宴 の 記

15期 舟田 節子

日程が決定した時には、当日は月齢 2日 あた

りと判明する。月見一まあ、芸達者の多いヮン

ゲルのこと代役に不足することはあるまい (す

みません)。 そしてまたも、台風が迫ってしま

う。小屋があり、コースも東寄りだからと決行

する。雨対策に大判ビニールシー トを運んでい

ってもらってある力ヽ 風雨となるとさて一.

器日。台風接近のフェーン現象で汗ぱむよう

な陽素 恐亡騨輔修の先州隊 α鑢目 辰野、吉

田、吉本、柴田夫妻 嬌期 上馬 佐野 松榊

の8名は午前 9時に出亀 11時過ぎ、現役 4回

生の山本さんから電話。「ビールの受け渡しを

する動 ヽ 工学部へ行ったがOBが来ていない

―といって僕の所へ電話が来ていますが一」:

時刻の動違いがあったことが判明。このビール

2ケ ースは、結局正午発の4回生の彼等が運ん

ていき、倉劉 Iiで冷やされ′て出番を待っていた。

坂尻さんの車で小立野キャンパスヘ向かう。

途中で14期の清家さんを捨う。彼は「金沢も変

わったな」と歩いていたそう―こちらは、彼の

町並を歩く後ろ姿に罰年前がすっと戻ってきた

ような錯覚を覚えた。

工学部前にはすでに栂さんが待機していた。

あたりは飾り立てた太鼓が並び、やたら騒がし

い。尾山祭の集合場所にもなっていたのだ。続

々一というより、ちらほらとOBが現れる。一

昨年OB総会を開催ヒ′、記念写真も撮っている

ので、まずまずお顔は分かり、そこそこ話も1ま

ずんでいるようだ。

祭の挨拶の終わった山tli金沢市長が(わざわ

ざ車を降りて声をかけていかれるといったハプ

ニングもあった力ヽ 栂さんの指示で使乗の車も

決まり、出発する。あ期の広田さんが現れず、

鳥越さんのi車がもう少し待つことになる.舗装

道路や新しい トンネルに驚き、昔はどうのと言

っているうちに、題 IIダムカ電 まる。高二郎も

さっそく勧迎してくれる。

ダムの前で記念写真を撮り、BHへ向かう。

舟付場までブルが拡充した跡があり、この春こ

こが桂さんの倒れた場所と確認しておいた石積

みも、あっけなく縞模様の下になっていた。す

でに現役が通り、先発隊も通っていることから、

道はまずまず。肩先くらいに茂っている所もあ

るが道は何と将 靭に きる。

19期高桑さんの碑の前で休憩:さ っそく3期

田村さんが正信得をちげようとする力ヽ 本人も

怪しく誰も唱和できない。それなら一と彼はザ

ックから聖書 (!)を引っ張り出し、 ドイツ語

で読み始める。もう、笑ってしまい、本当にワ

ンゲルらしくて、何よりの供養になったように

思えた。 トランシーバーで、やはり広田さんは

現れず、待機組もダムから歩き始めている旨連

絡が入る。 (下山像 本人からの電話で、角間

キャンパスを集合場所と間違えてうろうろして

いたこと力畔1明。お気の毒で、「会費は不用J

と言ったのに、「では寄付として」と三千円が

振り込まれてきた。)

雨が落ち始める。この雨に急かされた力、 一

亥1も早くBHを見たいから力、 ともかくハイベ

ース.山現役の私も必死で走り、ウンゲルOB
の底知れぬ脚力に舌を巻く (たぶん―意地の張

り合い)。 後半の方が難所のはずだった力ヽ 出

島からはきれいに草カザ1っ てあった。「さすが

-18- 舅設 !Jと感動iし
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りがボートで出島まで入ってきて刈っていくら

しいとのこと。

ういに吊橋を渡り、倉谷に入る。慶屋が朽ち

果ててからも久しく、石垣のみが残る平地であ

る。ここで馬白君をだっこした

"期
北村 。高木

夫妻とすれ違う。天候があやしく、日帰りにす

るとのこと。同じ

"期
の渋谷さんも帰ろうとし

ていたカミ 石倉さんの顔を見て引き返してきた。

そこへ金髪のミリアムさんも混じった一行が

歩いてくる。疲れた表情の撰等0こ聞くと、セメ

ントに混ぜる砂利を「また」掘りに行 くのだそ

うだ。やっばり負担をかけてしまう一カヽ 「お

世話になります」と最後の登りに力ψ るヽ。

小屋の横で|よ 先到隊河姿酔 を園んでいる。

最後の上部の台形の角度を検討しているようだ。

柴田夫人によれば「あの時はねえ、もう疲れち

ゃってだらだらやってたんだけど、本場い慟 ヾ

ってきたから、慌てて気合を入れてまたセメン

トをこねたわよ。」とのことだった。 鮮 しく

は補修CLの辰野さんの原稿にお任せする。)

BHを前に、1鎖永 5期が並んでいると

"年
の .

歳月が過ぎたことが信じられない。皆さんにも

懐かしさととまどいが入り交じっているようだ

った。

天候はあいかわらず怪しい。司還 で食当を始

めてもらう:下で酒宴をやると、この急坂をお

聞き後に上がってこれるものやら?イテ方不明に

なって倉谷の怪談に加わる方が出てしまうかも

しれない。栂さな 樹 IIさ んがBH横の沢への

道を開いてくれ、そこが継 途中はトイレと

なる。その道の横に1まかつてのトインの残材が

朽ちていた。 (壊れたカマドの煉瓦の方は、今

回愁心碑の骨材に利用された。)明るいうちに

と記念写真にかかる。上馬さんに広角レンズを

用意してもらい、カメラの1. 5m前から広が

る。現役も合めて70余名、何とか収まった。

続いて追悼:桂さんと同じパーティーだった

上馬さんがあの時の状況を説明し、その後皆で

黙議する。 (やはり同じパーティーだった横井

さんは、この8月婦省中に木曾川で水死してし

まった。この月見の宴は彼の49日 と重なってい

て、15期には万感こもる黙蒔だった。)

テント設営にかかる。私が借りてきたテント

は備品の数を確かめてきただけ。 砿 げてはみ

たのだか―イ可しろ社会人になると、ますます女

は食当、男は設営に分業されてしまう。一律に

教えてもらえるヮングルはホントにありがたい

所なのだ。=人
で無理してポールを折りでもし



たら ‐と、本の臨 だけ洗めてフムフム)案の

定、ジョイントの角度藻 、明.テ ントを使って

いる栂さんや、18麟驀け,さんも判らないという

し、現役を弓|っ 張ってきて聞いても型力速 って

諄[ら ないという一。]弓 りきった力ヽ ポータレの組

み合わせをあれこれやって、結局がなりの力を

加ス、てポールを反らせると漱められると判った。

それでも、最後のポールが押し込むべき穴に嵌

まらず、石はないか ?ベ ンチはないか?こ の難

題に最後まで取り組んで下さ、ったのが前田顧問

で、私は二重に恐縮するはめにならた。 (それ

にポールも結局 1本折ってしまったのだ。)他

の2つのテントも張られた力ヽ 始めてドームテ

ントを見たOBは簡便なのにびづくりしていた

ようだ。

大判ブルーシー トを2枚広げ、宴を開始。 1

期仙田さえめ挨拶で乾杯:久富さんの周到な進

イ需tSIにより宴はスムーズに一名前を読み上げ

て挨拶だけしてもらうはずが楽しい一言、二富

が次々と続き、予定どおり盛り■が っていく。

マイクの奪い合いならぬ、「是非この機会にお

知らせしておきたい」話が次々に出てきて、特

に 1期仙臨さんと3期日村さんは、座を暖める

暇もないくらい。私は記念誌の編集長で普のB

H団隅々まで読んだ方だカヘ 百闘ず見にしかず

というか、やはり当事者の日から直接語られる

迫力ι灘観L天 候の方は雨力やヾ ラついたかと思

うとまた上んで、星空が広がっていく。こんな

倉谷の夜を楽しめるのは金大ワングルしかいな

い 。

おでんを空にし、笹寿司が廻り、アルコール

:よ ピール、日本酒kフ イン、水割がチャンポ

ンーさあ、歌え、歌えとヮンゲルソングが出て

くる。何期の持ち歌、とやりだすと、それはこ

っちが先で、こっちが正調と歌い出す期もあり

―。そのうち、あれ、現役は歌わないの?ええ

知りません。じゃあ、夜はテントで何やってる

の?ハハ、まあその一 (そ のうち聞いてみて下

さい。きっとカラオケなんかはパフォーマンス

付きで上手いだろうとおもいます。)それでも

理役も歌え、歌えで、f― がドスのきいた

声で「兄弟舟Jを歌う。そして騨 と請ゎ

れたミリアムさん力ヽ アイルランドの歌を歌う。

この時、田村先輩は実に幸せそうであった。

,応お開きとし、台風贅じ郡繕こ明日の予定

を全て二時間早めることにして、現役達は下、

降りて行 く。お酒もおつまみもたっぶり抱えて、

彼等もその後二次会を楽しんだらしい一。残る

OB国朝からの重労働に眠り出す人や、四十周

年の ドイッ行きを発案する人や、いくつかの話

の輪に分かれて、さらにアルコールが進む。私

の方は、18期横井さん、

"期
久富さん、あ期辻

なすさんと、「 ヮングルとは?」 などという青い

話題を、昔の続きのようにやっていた。時代を

共有しなかったOB同士でも一緒に語り合える

一この場所だからすんなりやれることのように

も思えた。「 ヮンゲルとは、自然を愛し―では

ない。その前に、まず人を愛しなのだ」で「異

議なし |」 となり、浮世のことはきれいに忘れ

て、ワンゲ′1/1款、テントにもぐりこむこと

にした。

それにしても何という宴の跡一

「 いやあ、はでにやったれ 」

「明日これを見たら現設はキレますよ。」

「 しゃあない。明日早 く起きて一緒に片づけよ

う。」OBl年の司 :iさ んと約してお休み。

0●4日 .雨は夜中に少しパラついた程蹟:ねぼけ

眼で片づけにかかる。空罐は8期穴田さん沢

学校で集めているからと、まとめていかれる。

どうやら皆も起きてきて、現役が上がってきた

頃には片づいた。

静心碑の本粋を外す。うまく画まっている。

イ瞳 を施す。もう一つついていたパネル (建
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立の出来を記したもの)は見つからず、新たに

作ってとりつけることにする。聞いてみると、

25期の頃にはもうなくなっていたらしく、鈴期

になると、何の碑なのかも知らなかったとのこ

と。私達にした所で四半臨 何もできなかっ

た。自己満足の次元のことかもしれないが一桂

さんの磁 へは追悼と′たことをお伝え tプてお

きノこιヽ。

テントを1散収し、朝食におじやをいただいて、

OBIよ先に11き 上げる。ダムに着き、解散の挨

拶をして車に分乗した時には大粒の雨が降り出

した。 (現役達の方は跡分後になった程度と聞

いた。)

ここで終わりにすればいいのに一帰りの車の

中での話.3期小林さんの今の趣味は、シュノ

ーケルと足ヒレと救命具をつけてダム湖を泳ぐ

ことなのだそう。オレンジ色では日立つので迷

彩色のを装着し、ポー トの人が見たらびっくり

するだろうからと、慌てて流本の陰に隠れたり

気も使うとのこと。オロロが来るから潮の真中

を泳ぎ、あがる時tま彼等の活動が静まる夕方ま

で待つ力ヽ それでも襲われて服を着るまでがた

いへんなのだそう。今でも、山道の奥まで行き

たくなり、通行止めの標識をずらと′て入り込ん

でイテ〈そう一。ちなみに待は金大ヮング
・ルの遭

難第一号。これ′を笑って聞いていらした、捜常

隊長第一号の仙田さんは、またの出番の予感に

おののかれていたように一―思われたのでした。

反省会 (といっても懇親会ついで)では

「連れのいたOBはいいが手持ち無沙汰で淋し

そうなOP.もいた。お客さんということでなく

、仕事を割り当てたり、現役と同じパーティー

に入ってもらって、一緒に食当をしてもらって

もよかったのでは」

「もっと現役に負担をかけない形を考えたら」

「事故には余り萎縮してはしくない。本来自分

の体は自分で守るべき。しかしく苦しい>が言

えるクラブにはすべき、それは大事にしてほし

い。」

の意見が出ました。他は、参加者の返信をご覧

下さい。

忘れ物 ゴアテックスのカッパ上下

σ ンロップ製 青色 M寸)をお預かり

しています。心当たりの方、事務局へご連絡

下さい。
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会計報告は、OB錨 普賠 の方に掲載して

あります。ベルクハイム修夏と愁心碑補修を

同時0こ行ったことや、会費は飲食費相当とし

たため、69,876円の赤字が出ております。

以上のベルクハイム傷象 熟t嶽輔修、月見

の宴を、全OBにご協力いただいたと解釈し

て、OB会会計よりの援助として処理致しま

した。こT承下さい。

愁 妃 のヽ 碑 ιこ
一

て

1鋤 購 麟

OB会報「やまざと」3号が届き、パラバラ

とベージをめくっていると、突然自分の名前が

目に飛び込んできました。

「
‐考餞碑を補修・除幕 (?)します

=こ
の補

修構想は慇期辰野さんが練リー」寝耳に水の私

:ま さっそく会長の大島君ιこ電話を入れました。

その結果は

「悪い、悪い。言うの忘れとった。」

の一言。

囃 :辰野さんに依頼することは、昨年10

月末の懇親会にて、「辰野に頼んどくヮ」の彼

の一言で決まっておりました。続く6月現役と

の打ち合わせの際も明言していただきました。

それでもこうなってしまうの力ヽ もヽかにもヮン

グル的で、それでもやれてしまうの力ヽ これま

たワングルのスゴーイところだと思われるので

す。)

準備期間はもう一ケ月を切っている。あわて

てイメージネケッチ、資材の手配、型枠の製作

と、どうにか間に合わせることができました。

本番では現役の方々に重いセメント袋や砂、

砂利などを選び上げてもらい、本当に感謝して
います。 備緩鋼飢 セメント重量から害1り 出す
と、地 近い荷場げをしてもらったようです)

そのお礼の意を込めて、作業に携わってもらっ
た避 員の名前を書いた木板を基礎の中に理
めました。

渉心の碑の経緯については、他のOBの方が
きっと書いてくれると思いますのでt碑のプレ
ートについて書くことにします。

「静さ」は当時顧間をしていただぃた松尾先
生に題詞を、また教育学部あ米掟を主に断 を
お願いしました。そのプレートを今回も使い、

碑自体は前回の木襲動 とは違い、かなりしっ
かりした物となりました。もしベルクハイムに

イテく脚 ありましたら、見て下さい。また、

現役の方々は、この碑を見たら自分の山行を振
り返り、安全な山行を心掛けていただければ幸
いです。

最後になりました八 桂君の冥福を心からお

祈り申し上げます。

由来を説明と′たパネルの方は紛失しており

後日製作ヽ取りつけることにしてぃます。

熱 心

叫 五年五月二十一日に行われた新 :

人 トレーニング中、ダム潮畔にて突然の心 |

臓発作1理勲調ヽ 永遠に帰らぬ人となった |

維  蕨整討護夕に驀Fぐ . 」
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愁 心 の 碑
■5期  上馬 康生

倒れていた山小屋の「鰤さの碑」が耳建された。その前で、月見の宴に参加の多くの人

たちと共に黙祷していると、今から25年前あことが思い出されるのであつた。大学に入

って2か月足らずしかたつていない5月の終わりに、それは突如として起こつたのである。

同じ新トレのメンパーであり、また同じ理学部のクラスであつたこともあり、桂氏の死は

その後の私のなかにかなり深く残るものとなつた。ことば数は多くはないが穏やか口調で

話していた顔。城内の部室から一緒に卵辰山まで走り、相撲場の階段をお互いに背負いな

がらトレーニングに汗を流した時の顔。そして新トレの山道で、休憩の時に何か言葉を交

わしている紺め山シヤツ姿め顔など、今でも頭の中に残つている:

その後、倉谷や高三郎山には何度も入つた。残雪の山道にイワウチワやカタクリの咲い

てぃた春。草いきれの倉谷廃屋でイヨシロオビアプの大群にまとわりつかれた夏。紅葉の

見事な山頂から、澄んだ青空にくつきり映える自由や北アルプスを眺めた秋。トタン屋根

を霰が叩く小屋の中で、あかりに集まるクサギカメムシを見ていた冬、等など。小屋作業

やバーワン、そして4年生から大学院にかけての4年間は鳥類の研究のため、多いときは

月に4回も高二郎山のきつい山道を一人で歩いた。社会へ出てからも何度か入山してきた。

山へ入るたびに、犀川ダムの途中の石積みの前 k桂氏め倒れた場所…今は草に埋もれて分

からなくなつている)で、そして山小屋の「愁心の碑」の前で、黙祷しながら彼に私の日

常めことなどt｀ろいろ聞いてもらつていた。そして彼の分まで生きなければと自分に言い

闘かせていたo

誰だつて必ずいつかは、この世に別れを告げなければならないときが訪れるのである。

この年にして、同世代の身近な人との別れをいくつも経験してきたが、そのたびに自分の

生き方の反省と新たな決意を思いつかされてきたように思う。

「愁心の碑」は、私にとつては学生時代を思い出させるものであり、日頃の生活ゃ山に

対する姿勢を考えさせてくれるものである。加えてこれからは、25才も違うワンゲルの

後輩と一緒に作業をして再建したことを思い出させてくれるものである。これからもでき

れば年に一度くらい:馬方ねて行かねばと思つている。

月 見 α)」菫箋多カロ者 か らメわ お ・fIり
曖 lttkり鋤

*3期 田村 曜夫

熱 、写真有り難うございました。

決してアップに耐えられそうにない我ツラが

最前列にあること力ヽ 皆様をフングルから足を

遠ざけるのではないかと反省されます。私が欠

席することによって多数のOBが出席されるな

ら、喜んで欠驚いたしましょう。

それにしてもワングルにしかアイデンティテ

ィーを持てない人間も多いことを知り、安心し

ました。

金大ワンゲル
申

す。    敬具

*"期  小 久 保  光 将

お月見とはいきませんでした力` BH隣での

酒宴は楽しかったです。①歳近い開きを気にさ

-23-せない活気はワングルならではのものと感じ入
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りまし′た。

それにしても草創期の先輩方のパワーには、

お会いするたび恐れ入ってしまいます。

511の機会があればまた参加したいと思ってい

ます。

事務局各位、現役の皆様には、格別のお世話

をいただきありがとうございました。

*9期 吉田 幸造

先日は現役の人の多いのにあらためて感動し

たのと、僕等の時にあれだけのOB会支援がで

きただろうかと感謝する次第です。

気分よく久し振りに無茶欽みをし、若い頃の

体験がよみがえりましたがt回復が遅く苦労し

ました。

大学 2年の娘が居ますカミ KUWV現設のつ

初代ベルクハイム建設時に、熊笹の根を堀り

河原から石を運び上げ、倉谷の廃屋から材木を

通んだりなどの肉体労働を提供した者の一人と

して、ベルクハイム再建後、この催し力ヽあると

のお知らせを受け、喜んで参加させてもらうこ

とにしました。

残念ながら8期の参加は私だけでしたがヽ 7

期の村田さん、そして遠方から参加してくれた

9期の平村、吉田両民 11期の小山氏らと旧交

をあたためること力くでき、本当によかったです。

また、日村氏を初めとする創部当時の大先輩達

の老いて (失礼 !)ま すますエネルギーあふれ

る姿に接し、「我々もがんばらにゃ」と思いま

した。

5-11期のなつかしい皆さん、次の機会には

是非参加しましょう。四十万さな 吉村きな

ナベちゃ′伝 博道くん ‐皆さん、待ってますよ。

*13舅  磋多卜 競

犀jllダムまでの快週な舗装道路、それにひき

かえダム湖闘辺の道の荒れ方のすさまじさは、

共に、過ぎ去った年月の重みを感じさせるもの

でした。

しかしひとたびダム湖畔に立てば、「あの角

を廻れ闊討 :|ダムが見える」そんな思いで歩み

を進めた数多くのBerglei“子きの思い出、そん

なそんな遠い日
―

に呼び戻してくれまと′れ

我々の年代には格別の思い入れのあるBerghe

imですが、地元にいながら車社会に毒された身

には出掛けるには腰の重いのがげんじつであり、

このょぅな計画をされた事務局にあらためて感
謝します。

また、朽ち果てていた移心碑の改修作業t Be

rgheim改修、山行の設営に、多 くの現役諸君の

御協力をいただいたことにおネL申 し上げます。

なかなか眠れず夜半に眺めた満点の星空に感
激し、「ゃっばり山はいいな」との思いを深く
しました。

非常に素晴らしい企画で是非これからも続け

. ることができれば良いなと思います。このょぅ

・24 
な企画は、現役諸君とのつながりも大t77で す力ヽ

最近めっきり山イ子回数が減少していた中で、

今回の飲み会は山行ではないにしろ、ワングル

の雰囲気とでもいうのでしょう力、 側 J白には

石倉さんに会えたのでよかったです。

雨がいつ降るかという状況もツキがあったの

でしょうか、何なくクリアしてよかったです。

これも役員の日頃の行いのよさなのでしょう力、

次回は0周年ですね。その時は就職している

ハズなので、お金をたんまりもって、同期の奴

等と朝まで飲んで、それからお酒の匂いをプン

プンさせて40周年へのりこみたく思います。

*8期 穴田 昭一

船年という長い藪月の経過を忘れて、KUW
V現役時代のような楽しい、懐かしいひととき

を過ごさせてもらいました。

現役部員の皆さんとOB会事務局の皆さんの

後書労は大変だったと思います力ヽ 皆さんのお

世話のおかげで、久 tノ振りにわが青春時代のホ

ームグランドを訪れることができ、本当にあり

がたく思いました。



あまり負担を掛けずに、自分違御 から運営

までができれば長続きするのではと考えます。

*劉目 i貸 皇難      :
先日は本当にありがとうございました。おか

げ様で久し振りに学生の頃の気分で山登り?が

できました。           1
登山は年に2, 3回行きますがヽ犀奥となる

となか争輌子くこともできず、1-じ めまし

た。またそれ以上に、わがワングルの1期の方

から現役の人達にまで会い、今さらながら金大

ワングルのふところの深さを実感しました。ま

たこれからもこのような機会がありましたら、

是非出席したいと思います。

事務局の皆さんもいろいろと
―

なことと

思いますべ 今後共よろしくお順いします。

ネ18期 椿サ:l 利弘

台風の影響で「月見の宴」は「やみ夜の宴」

となりました力ヽ それはそれでワングルらしく

て楽しいひとときでした。

私としては、高二郎登山隊長を命ぜられ、意

気込んでいました。しかし、メンバニの同意を

得て (いヘ メンバーを説得して)中止を決め

るや、ビーノkフイン、酒にウィスキーとチヤ

ンポンで飲み、早々とダウンしてしまいました。

そして結果的には設員として何もできず、ただ

現役に感謝する次第です。

*期日 要譴 中囀

台風をやや′顔配しながらでした力ヽ Ю年以上

振りに訪れたBHは昔の面影そのままで、大変な

つかしく音を思い出しました。参加していただ

いたOBの方々も二晩だけの短い時間ではあり

ましたがt楽しい二時を過ごしていただけたの

ではと思います。

また、今回の企画に関しては、実行面におい

て、現役の皆さんに大変協力してもらい、この

場を借り、今一度感謝するとともに、OB会の

運営にあたって、現役との交流のあり方につい

て、今後ともよりよい形を考えていく必要があ

ると再認識させられたような気がします。

OBの皆様には、OB会が末永く続くように

また何かとご協力の程よろしくお願いします。

*13期 吉田 穂積

OB会事務局の方、。現役の方、どうもありが

とう。け でした。

BHまでの道は事
～
甲腎:警りヽ茸と駆

わっていた。スベリ易いBH直前の急登を登る
と変わらぬBHが建:そい二革巌喜五i、。こ床
張りがしてあったがt囲炉裏がなくなったのは

ちょっと寂しい気がした。

「月見の宴」は親子以上の
― 蝶 まりで

ワングルの歴史を感じる。

大先畿から草創期のエビッードを初めて何い、

またヮングル唱歌の変通等を感じたリーと、楽

しく過ごした沢  500mlの ビールとはんの少々

のウィスキーでダウンしてしまい、お開き後は

早々にシュラフにもぐり込んでしまった。BH
での酒飲み話はさぞにぎやかだったろうに、残

念ながら私は夢の中.翌朝は台風接近の為、早
々に ミヽ してゅっくり話しはできなかったヵミ

なつかしい顔に出会えただけで良かったと思っ

ている。

*3期 /」ψ卜 宣泰

月見の宴の企画御苦労様でした。さすがクラ

ブ|こ女性がいると、同じことをやるにしても、

名前が違うことがわかり、この言葉にひかれて

出席したところもありました。

今年の夏は都合がつかず高い山へは4子けませ

んでしたので、体力が持つかと思いました力ヽ

どうにかもちこたえ、自信がつきました。

「広田君」のような奇人がおれるタラブであ

って下さい。

*1醐 栂 典雅

今回の月見の宴では、チーフということで企

画、その他をおおせつかりましためヽ 現役諸君
をはじめヽ OB会役員の皆様の御蔭でヽ 何とか

無事に終えることができホッとしています。あ

■
Ｒ
ゝ

=為―



りがとうございました。

ベルクハイムでのOB会は大きな意義のある

ことは無論ですがくアクセスや人数を考えると、

どこかのキャンプ場 llJlえ ば医王の里)でやる

のもよいかと思います。

*20期 久富 象二

過去を懐かしむのはあまり好きではありませ

ん力ヽ この日ばかりはワンゲルというクラブを

選んでよかった (選んだ時はたまたまだった)

と、つくづ く思いました。久々に痛快に飲み、

歌い、語りました。

17期 J颯 敬

拝啓 この炎署、いかがお過ごしでしょうか?
東海ヮンゲル会 (7月 1日 )で皆が集まって

から、早いものでもう 1ケ月が経ちました。当

日は、遠路はるばるお出いただき、本当にあり

がとうございました。高二郎・ベルクハイム・

白山のスライド映写会:ま大好評で、山への想い

をかきたてられた方も多かったようです。

名古屋の酷暑に辛抱できづヽ 早めに夏休みを

取り、恒例の家族登山をしてきました。近場の

厠∞m峰で、簡単に行けて混んでいない山、と

いうことで、飛騨側の濁河温泉から御岳山に登

りました。御岳山の南部 ●1ケ峰、一ノ′む |ま

―
飾

―

もう一つ、当時クラプを預かった者として、

いろいろあったけれど、

"朝
にクラプを潰さな

くてよかったとも思いました。

現役の方達には楽しい二夜を催してくれて心

う`らお礼を言いたい。元気で活動して下さぃ。

*29期 高木 美保

楽しみにしていました力ヽ 台励 雙董ブいて、

1才の子供連れだったので、日帰りにしました。

懐かしい夜を過ごしたかったです。また、いつ

か ‐́‐。

∫
電

今なお火山滋 闘 離んで、植物も少なく荒涼と

していますべ 北部 (鮭子岳、四ノ池 はハイ

マツや高山植物が多 く、まるで別の山のようで

す。コマクサの群落やタモマグサをみつけ、半

ば諦めていた雷取りの親子にも出会うことがで

きました。

会で撮った写真の発送が大幅にま聖へ 申し訳

ありません。もう下人のカメラマンの渡辺君か

ら速達でネガを送ってもらっ量にもかかわらず、

こんなに遅れたのは、ひとえにワンゲル時間の

なせる業です。

ワングル03・ OGのよしみでお許し下さい。

またいつの日か、お会いできるのを楽しみに

しております。   3月 1日   敬具

量

一い

下
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"期
石地 隆司

最後の1+を過ぎると、右前方より後立のモル

ゲンローテに輝くlh々 が目に飛び込んできた。

ようやく明けてきた空だがはっきり青空とわか

る。ほどなく国道を右に入り、急坂を登ってい

くと、アルプス館の駐車場に着く。長浜を出て

5時間余り。「あ―やっと着いた」と一息。無

事に着いたことより、く天気 。道路状況とも間

題なく、これてみんな無事に集まってこられる>

という安堵の方が大きかった。

今年の2月 11。 12日 の両日、我が盤期は懐か

しの自馬 `乗鞍スキー場にて同期会を行った.

我々の現役の頃刑躙していた自樺館 :ま経営者も

変わり、例のく離れ>も今はパン屋さんになっ

ている。で、現駐霧躍助Ⅲl用 しているア′ンプス

館にお願いしてみたが         |
「シーズン中の連体は貸切でないと困る」

ということなので、器期だけでは足りず、21・

2期の長野近辺の先輩達にも参加を呼び掛けた。

結果的に21-器期の合同同期陰になったわけで、

いつもの同期会とは趣向が違って、先輩を回ん

でいろいろ懐かしい話ができて、これもまたい

いものであらた。

"期
は金沢在住者が数名いるせいか、機のつ

ながりが強ぃようで、同期会も何度かやってい

る。最初の喚動 い会と称して、度 金々沢

に召集がかからた・してその後も自由登山や、2

年の時亡くな●■鈴木信司の10回忌静岡ツアー

などがあらだ::そ しそ前回lよ 富山在住者が主

体となって立山山麓ツアーが行なわれ

「次回は関西が何かやれ !」

ということになって、今回のスキーツアーにな

った次第である。ただ、今回はスキーというこ

とで、まだ我々の世代の子供達には少し早かっ

たようで、嫁さん 。子供を連れてきてるのが少

なく、よけい人数不足になってしまった。もう

何年か後にやると家族ぐるみで参加てきるスキ

ーッアーになるかもしオLない。

lL'日 '2日 冒ともスキーは各自ツリーにと′

て団体行動をとらず、夕方宿集合、翌期解散と

したので、メインは必然的に宿での宴会になっ

た。とはいえ、普通ならスキーできないのにこ

こまで来る者はいないのだ力ヽ 当日披露宴が入

ってしまった宮西と所用で来れないという晃成

は、夜車飛ばして 2次会?には参加してきたし、

督づ静電璽動はドクターストップ市の島越も

「宴会は出るJ

と言って参加してくれた。このあたりがお期連

中のすごいところだと思う。次回は再び金沢部

隊がやるらしいので、fFTを企画してくれるのか

今から楽しみである。

ちなみに、自馬・乗鞍、コルチナのゲレンデ

情報を少々。我々の現役の曖の自馬 ,乗鞍はフ

ングルボンチョやWヤ ッケがよく似合う超マイ

ナーなゲレンデだったが.今はかなり様相が違

う。シングノ1/ばかりだったリフトは、高速ペア・

トリプルギクワッドに変わり、長さも長くなっ

ている。ゲレンデそのものも、横に上に大きく

広がっている。ポロボロの本造レス レ ウヽスも

2-3年前に新築になったし、かなリメジャー

になりつつある。昔に比べれ:よ 人は増えた力ヽ

それでも栂池や八方尾根程多 くないので、いま

だに穴場的存在なのではないだろうか.北廻り

で4予 くと最初のゲレンデだし、若栗の繭隣には

日帰り無料駐車場もあるし、長野コ輪に向けて

国道の整備もかなり進んだ (大仏峠越えもトン

ネルになりました)ので、近辺の方、懐かしの

ゲレンデで一度滑ってみてはい力功 でヽしょう力、

一

η

―



24期同期会報告および次国開催の案内

私達24期は、35周年記念総会 懇親会で久し

振りに会つたのを契機として、その翌年 (94年

〕から同期会を開いています。
94年はワングルOBら しく中央アルプスに行

くことを計画し、多くの人の参加をよびかけま

した。ところがよびかけ力襲く て日程の都合が

つかなかったり、「年をとって山に登る自信が

ない Jなどといつたきわめてジジくさい理由な

どから参加者わずか 5人という寂しいものとな
つてしまいました (も っとも参加者からは、
「久し振りに由に登って面白かつた」とか「不

安だつたが、まだ山に登れる体力があることが
わかつて自信になつたJと いう一定の評価は得

られていましたが )。

そこで95年は前年の反省の上にたち、鹿島槍
の麓にある青木湖キャンプ場で1泊 2日のキャ

ンプをしました。 8月 19・ 20日のことです (参

加者は最後に記載してあります)。

集合は19日椰時現地としたので、おおむね近
いものから順に到着し、めいめいテントを設営
してゆきました。

特徴的なことは、みなが持つてきたテントの

ほとんどがダンロップ (1つだけ別のテントだ

ったがそれもエスパース)と いうことでした。

私達が現役の頃はまだあの「重くて立てるのが

めんどうな三角テント」が主流で、ほんの少し

だけあつた1エスパースゃダンロップは表望に近

い気持ちをもつていましたから、それがこんな

ところに反映さオしたのかもしれませス′。

テントを張ってから何をしていたかというと

これ力切手段何をす.る というわけではなく、酒を

飲んで四方山話をしていまL′た。黒岩君がカヌ
ーをもってきたのですが、これも年をとつてみ

んな保守的になつたのか、「これはひっくり返
るかも知れないなぁ l「水、冷たいしなあJと
よきつぶつ言って誰1)乗ろうと|ま しない、せっか

く持ってきてくれたのに中し訳なしも辞だが、
しかじ後にカヌーはたしソ、ん役に立つことにな

るのである。

さて卒業後10年余りにもなると、体型および
頭髪のほうにも各人かなりの差がでてきます。
事細かに書きますとなにぶん支障がaき ます
ので、あいまいに書いておきますと・・・

,

参加者大人九人́のうち、女性二名と男二名は

体重・体型・頭髪の点で学生時itと ほとんど変
わりがありません (女性については、さすがに

体重を聞<こ とはいたしませんでしたが、体型
が変わつていないのでそういうことにしておき
ます )。 後は「若干体重が増えたかなあ」とい

うの力i二名。「かなり増えたなあ」というのが
一名。髪の毛の減少に反比例するかのように
「メチャメチャ体重増えたなあ、これでむかし
山に登っていたなんて信じられない」というの
が二名。ちなみに最後の二人の体重を合計する
と 270kgで、これにはみんな笑わせてもらいま
した。

つぎに子供たちについて。最初、子供たちが
仲よくしてくれるか少し心配でした。親同歯は
1日知のあいだがらとはいえ、子供たちはみな初
対面。そんなわけで初めは子供たちも少しよそ
よそしそうでした。が、親同tが一緒に飲んだ

くれているのを見て安心したのか:も ともと千

供の適応能力が高いのか、あっという間に仲よ
くなつてしまい、＼民を放ったらかしにして子
供は子供同まで遊んでいました。伸がいいのは
結構なのですが、なれてくると子供達もだんだ
ん悪123こ とをしはじめるようになり、あげ<に
は食器を湖に流し′てしまったのです。

それで食器を拾いにいかないといけないわけ

なのですが、これが岸から:よ とても昼かないと
ころまで,充さオtて いってしまいました。そんな
わけで黒岩君がヘットライトを頭につけ、食器
を取るためにカヌーて真つ暗な青木湖にはいっ

ていつてくれました。さすがιこカメーはえらい

もので、あっというまに食器のところまでたと

り若き、無事にこれらのものは回収されました。

食器力攣 事に回収されたときは、みんな ―――

さつきまでカヌーをないがしろにしてきたこと
も忘れて 一― 「黒岩ぁ、カメーつていいもん
だなお―」と言って黒岩君をたたえたのであり
ました。

軒踊雛 票:簿議象た慧
いつのまにかアベックになつてしまい者もいて、

-28- 
この子たちは大人および他の子供をないがしろ



にして二人́の世界をつくりあげ、暗闇のなかに

消えていつてしまうのでし′た (単にOL力)女子

大生かわからないけれど、そこのグルニプのと

ころにいつてかわい力ゞつてもらつていたという

だけのことですが )。 この二人はその後も「一

緒に寝る」だの、温泉では (後述)「一緒にお

風呂に入る」だのと言いだし (実際に温泉では

二人とも男風呂でなかよく温泉に入つていまし

たが )、 大人達もすつかりあされはて、好きな

ようにさせておきました。

この日は、その後花火などして遊び、いつの

まにか寝て tノ まいました。

次の日、早い者は 5時<らいから起きはじめ、

湖をながめながら色々と雑談をし、黒岩君はカ

ヌーに乗つて青木湖にでかけ (あれくらい自由
にカヌーがあやつれたら面白いだろうなと思い

ます )、 他の者も次第に起きはじめました。
みんなで朝御飯をつくり、その後テント場を

あとにしました (写真は出る直前のものです )。

青木湖を出てからは、大町温泉群に風呂に入り、

その後昼食を取り、来年の再会を約束して別れ

たのでした。

さて前述の子供カップルですが、大人達の間

では「これだけ仲がいいと男lllLる ときも『一緒

`J畢

る』などと言つて困らせるのではないか ?」

と心配するむきもあったのですがこ万り■ぎわに

は二人とも「バイバイ」と言つてあつけなく男リ
れたのでした。

さて24期の人達への来年の案内です。

年月遭童喜ぶ芽]讐ぇ層菫暴臓禁墨苦意喜『?
それから決めていましたが、来年からお盆あけ
の上日に固定してしまうことになりましたので、
この場を借りて連絡しておきます。来年はおそ‐
、らく8月 24・ ?5日になると思います。場
所はまだ未定です:来年もキャンプにしようと
いう意見もありますがこ反面で「登れる体力が
あるうち

`ま

山にいきたぃ」とぃぅ意見もありま
すから。
また担当者のほうから連絡がいくと思います。

なお:連絡に対してせめて返事だけはお願いし
ます、往復ハガキで連絡しているのですから。

参加者は以下の通りです (50音順・敬称略・
年齢は当時 )

麻田 正 弘   壮馬 (そ うま)君 (3つ ?)

佳津子   拓馬 (たくま)君 (4つ )

加納 雅 之   佳奈 (かな)ちゃん(4つ )

慶 子   理沙 (り さ)ちゃん(2つ )

酒井 智 治   瞭 (り ょう)君 (4つ )

黒岩 達夫  坪井 陽典  仲村 正一
:樋由 隆樹 ("期 )

一欝 ―

一軋
餘
兌
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以下は、Ju國朦録11月 3日付「金沢大学特集」を再構成

しました。「今の金沢大学」をご覧下さい。

p.鉱朧 事中、ミリアム・グリーンさん (写真右瑞

と三浦永士さんはヮング″現役部員です。

北キャンバス

@体育館(屋内運動場
C教育学部棟
◎北福利施設
③文学部法学部経済学部標
徹 期
は 図書館
◎大学会館
⑪エネルギーセンター

(中央機械室)

①プール
創 榔 課外活動共用施設

Ｎ③

①大学教育開放センター
C国際交流会館
{)事部標勝 局学螂、保鍮 ンター}

①南福利施設
◎理学部棟
◎颯低温研究施設
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C馬小屋
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e講堂(計画建物)

南キャンバス

施 映
設 え
群 る

レ

ン
ガ
色
の

金
沢
大
は
ハ
学
部
、　
一
研
究
所
、　
一

附
属
図
書
館
、
二
附
属
病
院
、
五
附
属

学
校
か
ら
な
る
総
含
大
学
で
あ
る
。
城

内
地
区
、
宝
町
地
区
、
小
立
野
地
区
な

ど
に
分
散
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
手
狭
に
な

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
統
合

し
て
社
会
の
発
展
に
対
応
で
き
る
よ
う

整
備
、
拡
充
す
る
必
要
が
生
し
、
移
転

計
画
が
始
ま
っ
た
。

昭
和
五
十
三
年
十

一
月
に
評
議
会
で

総
合
移
転
の
方
向
が
決
定
さ
れ
、
医
学

部
及
び
医
学
部
附
属
病
院
を
除
く
す
べ

て
の
大
学
施
設
を
早
急
に
角
間
地
区
二

百
診
に
移
転
す
る
構
想
が
打
ち
出
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
総
合
第
Ⅱ
期
事
業
と
し

て
城
外
の
工
学
部
、
薬
学
部
、
が
ん
研

究
所
が
角
間
キ
ャ
ン
バ
ス
に
移
転
す
る

計
画
で
あ
り
、
八
年
度
は
建
物
の
配
置

な
ど
の
設
計
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

が第
ん Ⅱ
研期
移 に
転工

学
業
学
部

―
鋤

一



▼宝野キャンノくス
‐
1■ _ 

・`  ́卜贄lil■ 7■

懸学部附置病院

金冒沢 国大 量学 園特 冒繁
一駆鞍朧臥饂獣赫籾設

八
年
四
月
か
ら
学
生
を
受
け
入
れ
る

新
設
の
医
学
部
保
健
学
科

（四
年
制
）
は
、

医
療
技
術
短
期
大
学
部

全
二
年
制
）
か
ら

移
行
再
編
さ
れ
た
学
科
で
、
医
療
の
高

度
化
に
伴
い
医
療
技
術
者
の
高
等
教
育

を
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ツ
プ

す
る
の
が
狙

い
と
な
つ
て
い
る
。
医
療
短
人
の
四
年

制
移
行
は
全
国
の
目
立
大
学
で
は
二
番

目
で
、
看
護
学
、
放
射
線
技
術
科
学
、

検
査
技
術
科
学
、
理
学
療
法
学
、
作
業

療
法
学
の
五
専
攻
は
憲
大
規
模
と
な
る
。

永
叢
キ‐‥……一
ン
■
●

』俯犠麟幅‐こ処鯉贖け”軸

工
学
部
の
あ
る
小
立
野
キ
ャ
ン
バ
ス

内
の
総
合
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
は
、
７

年
度
中
に
角
問
キ
ヤ
ン
パ
ス
の
本
部
棟

近
く
に
移
転
新
築
さ
れ
る
。
工
学
部
が

約
Ю
％
近
く
使
用
し
て
い
る
コ
ン
ピ
ユ

ー
タ
ー
な
ど
の
機
器
は
、
新
キ
ヤ
ン
バ

ス
で
も
工
学
部
の
使
用
ひ
ん
度
は
高
い

も
の
の
、
文
字
通
り
全
学
の
情
報
処
理

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
が
整
え
ら
れ

る
。

Ⅲ

31-



文
学
部
で
言
語
学
を
学
ぶ
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
か
ら
の
女
子
留
学
生
ミ
リ
ア

ム
　
グ
リ
ー
ン
さ
ん
は

一
こ
の
国
際
狡

流
会
館
は
、
空
調
を
は
じ
め
、
せ
て
も

快
運
テ
ス
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。
そ
の
ほ
か

の
留
学
生
た
ち
も

「
部
屋
が
広
く
て
洒

足
し
て
い
る
」
「皆
で
協
力
し
て
自
炊
で

き
る
の
で
安
上
が
り
」
「教
室
ま
で
近
い

の
で
直
前
ま
で
寝
て
い
ら
れ
る
」
な
ど
、

と
て
も
評
判
が

い

い
。
　
　
　
　
　
　
　
．

１

暮

華

一

と
こ
ろ
で
、
金
沢
市
内
に
は
学
生
寮

と
し
て
北
瞑
寮

（同
市
弥
生

一
丁
目
）
、

泉
学
寮

（同
市
野
町
五
丁
目
）、
自
梅
寮

り
し
た
う
目
的
〓
も
あ
る
。

バ
ス
ラ
イ

フ
は

快
通
な
よ
う
た
。

一
例
が
国
際
交

流
会
館
た
。
五

階
建
て
の

こ
の

建
物
は
、　
一
言

で
言
え
ば
外
国

人
の
た
め
の
寮
一

単
身
用

の
居
室

七
十
九

室

（
留

学
生
用
五
十
八

室
、
研
究
者
用

二
十

一
〓
）
の

ほ
か
、
ゅ

っ
た

留

学
生
た

ち

に
と

っ
て
も
、
キ

ャ

ン

（女
子
寮
、
同
市
泉
野
可
二
丁
目
）
の
三

施
設
が
あ
る
。
北
滉
寮
の
寮
長
、
三
滴

永
士
君

（法
学
部
三
年

・
愛
知
県
出
身
）

は

「
角
間
に
移
転
し
て
、
キ
ャ
ン
バ
ス

が
ち
よ
っ
と
選
ぐ
な
っ
た
」
と
は
ゃ
き

な
が
ら
も
、
「
伝
続
あ
る
寮
で
生
活
し
て

こ
そ
、
金
た
の
良
さ
が
理
解
で
き
ま
す
」

と
キ
ツ
パ
リ
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、

三
百
人
近
く
の
学
生
が
住
む
寮
と
あ
っ

て
、
親
睦
の
た
め
の
コ
ン
バ
や
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
が
自
主
的
に
企
画
、
運
営

さ
れ
て
い
る
。

∴
Ｗ

ｉ‐評
つ

第 1期総含移転を完了した金沢大の角間キヤン′`スは総面積86万20000ぶ。これまでの城内キヤンノヽス22

万5,000ボと比べると約4倍の広さとなつた。角間のほか医学部、工学部、平和町(附民学校)などのキヤンパ
_  _ _二 ___、 ●́ ‐・ ´

―・ ―"`⌒ '―
‐、一 ― 里 ● ¨ Ei  叫4芭‐ ■A′ 1ヽ日 壺′J υt―

“
:‐ル νヽL'メ I:H―一――

ぁ 純 Lbl~三 こに学生 1万 157人のほか教職員2,235人、附属学校の児童
スを含めた金沢大全体では159万9β

生徒1,746人 の計1万4=138人が日々、撃間研さんやキヤンノヽス運営に取り組んでいる。

候 十あ曇稀Jあ伝話を受け継ぐ金沢大の様々な側面を、数字で紹介する。

(データは特別な記載がある場合を除き、平成71関月1日 現在)

鶴 彊 ■肇事

g人兄弟の 経 歳。子孫 は経 万 人

裏婦難麗夫學蔀響 人など合計∞御
人を超える人材を送り出している。

Dat=2 【餞員塾

働くスタツフは約 2,彗鍵 人

量こI要そに学部4口
"人

ぜ 屁筆主

輪基鰍 覇 鶉

繁当霧 霧酔鶴
獣錦翼欝彎朧 主=

量運ま≧酪譲亀譲11=住酬分の
1に当たるア

"人
が働いている。

1理毒::

一諺 一

暉庶軸97珊



Data 3 学 笠 傲 鷺

約 ♂万人が勉学に励む
目金沢大には金沢市の人日の約23%
に相当すふ10,15'人が学んでいる。

国この 10.157メ、が手をつないて並ぶ

と、金 沢撃 か ら津幡薫 までの距離

(11 6km)を 超え る計算になる (平 均

一人 1おぃ として )。

国女子学生の比軍は、10年 蔑 (昭和

60年 1の262%か ら現在は317%に
増えている。

〔そ0籠 ]

鱒数科、別科t

留隔配審跡お謗

“

|ノ｀

輪

漂 学部I理学部:

玉ιk 74人

1_鵞

〔博士謀1ヨ

(3研兄科 ,

5聰人

躊

一

驚麦士課程〕
(砺寡 い
915人

目金沢大に学ぶ外国人留学生は世界

31カ 園 地域の計245人。うち&▼%に  |
当たる205人 がアジアから来ている。

(

中でも中国からの留学生は全f4の 半 .
分を超える18人を数え る。     |
日外国人留学生の約 4分の 3の 177人

は大学院 (う ち∞ 人 が博士課程)で、

残668人が各学部等で学んでいる。

目留学生の受け入れ数は5年前 (103

人 )の24倍、10年前 (12人 )の実に

わ 4倍となつている。

商北アメリカから

9聰
納

Dど 1ヽ'1蟹国際鷲
響力国の ♂歌 学 '

日豊沢大(絆力日の 17大学 (一部は研

究所)と 交流協足 を嬌ξ している。こ

れ らの大学との間ではte互 に 数多

くの学生や研冗者が行き棄している。

目そのうち盆沢大からは日愛により

毎年約5人 の学生 を協定大学に派遅

し、また協足大学からは「コマツグリ

ーン基金受学金」などの民間臭学金

により、毎年3～4人の学生を受け入

れている。
欝協定大学の所在地のうち、バツフ

アロー市 (ア メリカ)ナ ンシー市 (フ

ランス)イ Jレクーツク市 (ロ シア)は

金沢市師 蜂都市であろ
`

● 1`と申 &葛
o芳ンタ イリアムアンドメアリーメ専il"餞も)

難彊肇す多夕館‖:撻3

兆 ツ胸糊Fttζ置智°

橿[菫霞グ7ィン″々
二夫学●9 1al●

0ド■■′
豊

ジ=ザン輸
lκ

tt・→

研究所 と締結

【六薄暴静明妃滝観魔ヨl端
“
覇萌日, 翻 鶏 銹 翻 鍵 l£穆o峰蓄耀卜́― は 印

Dtta 6《 生涯学饗】| ■1=:■「f:lf=|=■ :

“社会入学 生 "は約 680人
目金沢大は生涯掌習振員のため、一

般の学生以外に韓葉人や主婦などを

積極的に受け入れている ,

圏市J度 としては、特定の分野につい

こさらに深(研兄する「研究生」制

度、仕事や教量に調係する特定の科

こにつして学習する「科ヨ等国修主J

協り度、一般市民が巽昧のあるテーマ
の議座を受講する 珍 開講座lな ど

がある。
騒各常〕贋とIJ学留する人たちの年齢

層:ま広く、中でし三羅|二 受』できる

な場調■は1'議 からア7璃までの人た

●キri3 ■‐.

65人 21‐ 61農 )

その漣 1健メ、(る筋 )

雷 雛窯人 :4人 〈Z16お〕

霧奎護調 その他 〕人0鮎 ,う

櫨萎義量肇塁題嚢璽嚢曇雲轟 人 i31人 G“%〉

i露轟轟躍転轟ヨモ¨ ・
~=ヽ

10お ,1)

一認一

【研究生等】
《ルt12[● 57劇

I科目等目修生】

聰
磁 人σ骸 )

犠 面 〕

世 界覇 力国 の 翌尋懸人が学ぶ



鬱畠轟 7,(量撃富鵜 力 警

企議や自治体と感♂件 の受託 。共同研究
藤圏立 大学は民岡企業戦 方公共団   .

曹雪[ふ豪滉ヒニT量サF量曇糞喜 【受託研究
・
1同
研究の件数】

][      [嘗
山檀鞠に関する研究Jなど、共同研買  "
としては疇 翼物饒却炉に関する  16

ef受彰薪■1と 嬌
=調iスなとからの質

託に建づき大字の電

青繁κ黛

“

ち|な 場を
して

一
ある。

er■ 8干
"」

と蛇屁

問2菫 などめらFI究

者とP究餞費を受け
入,■ て、大学の数百

薔yり彗員と贅螢の黎
理につι.て ヽヨで行

う研究である.

≦二聟写

研究」などがある。 10

5

0

学
鬱
Ｅ
ユ

園児・児童 “生徒は 約 ど,名

“

人
目金沢大には敦膏学部隋尋学校とし′

で、明治7年萄設の石川県異成学校附

属小学校の伝綺を受け継ぐ小学校を

はじめ、中学技、高等学1/‐、費護学校、

幼椎園力ち る。

目 ことし9月 、小学校、中学校、幼稚

回が平和町キャン′ヽス (高等学校犠 )

に移転統合 し、新たに生まれ変わつ

た ,

目ここで学′,国児 児童 生提31.7∞
人に対 し、107人の教 言穏員による充

実 した教育が行われている。

賭轟画書館詈
和・洋書含わせて 約 舞 冊
園金沢大学附属図書霞は角問キャン
パスの中央図書館 :宝町キャンパス

の医学部分館、小立野キャンバスの

工学部分騒 ぐ構成されており、驚 合

計の蔵書数は和洋詰 ゎせて約1∞万

母、補郵販万

"∞
種に0まる。

事¬郵 籠 胤 穏 EI学
時代の文献を見めた「用和堂文庫」、

「北条文庫」など力ちる。
園市民への開放馨 として上数 と
も資料の間覧、文献の複写などのサ
ービスを実施している。

Data‐‐
101:1鉦

圏医学部「ff属 病院 とがん研究所附属

病現の二つがあり、医学部町昌病院
には内科 3、 外料2のほか核医学診療

科など計 l"療 科、力%朧 病院

には内科と外料の観 科がある。

日医学部隔展病院は救急病院、特定

機能病院などの指定を受けている。

園二つの病晨 を合わせて看護婦417人

を含む島 人 (専任のみ)のスタッフ

カ労 応 している。

ベ ッド数 g3留床 、1日平均患者数 は 約 2,3の 人

―
縫

―

tl彙肇:
し1.丁■|=



Data ll I巌入・蠅轟 1

歳 出総 額 iま 約 椰 円。人 口 ♂鏑 大規模の市 に相 当
圏叡 人の年間予算は級囀暉円。こ

れはメ、口10万人程度の市の予算に相
当する規模であり、主な財源は日機
である。
目目立大学の晟出は教醐 冗という
性格上、1人件買の比宰が高く、壼沢
大の場合は綺f%(187億 円)を占
める.

□近年〔優れた研寛者に一定の審査
を経て交付される科学研究費補助金 ´
が増加傾向にあるほか、受掌寄付壼
など外部から受け入れる資宝も増え
る傾向にある。(こ れらを合わせ、歳
出の修35%)

|う ち外部資金 1,71

料学研究費橋助豊 収

受学雪付笠 871

受託研究数

“民間等との共同研究費 Ю

01111●Iキヤンヽ スの広さ】
総面積約 ′修0万面。石 り!l県立野 球場の約 蒻 倍
圏金沢大のキャンバス総面積tよ石川

県立野球場80圏 に担当する約 160万

ぼにのぼる。主キャンノヽスは金沢市

内 6カ所に分かれている。

菫かつては「 お城の中の大学Jと して

有名だつたが、1日 城内キ ャンパスや

附属小学校などがあつた18広坂キャ

ンパスは移転にともない使用されな

くなつたため、このコ寧には含まれ

ない。 Sぎ 73,000ぼ
書キャンバスの苺瑕が「石

"1察立薪 】覇枷 ― )Jの I・l襲

平成ア年 (1995年)10月 29E3 (日躍0)

e角 聞キヤン′ヽス
文 法 塁 薇裔 要 教籍 本議

10宝 1可キヤンバス
篠‐秦 H嵐病院 ほか

0小立野キャンノヽス
エ 唸か

曜
●
一

耐ず
Ｃ観
一一″

鰊夏慧
‐
貶 i鮮甕‡絨=1

e覇 閥キャンバス ・
目躍議大=|■ _ 1  ■

0平程町キヤン′くス
綺鼠小 中 高 効

書斤 聞JL 國

秋
の
深
ま
り
を
見
せ
る
石
川

県
自
峰
村
の
牛
首
川
河
川
敷
で

二
十
八
日
、
初
の

「
百
万
貫
の

若
ま
つ
り
」

（手
取
川
流
域
開

発
期
成
同
盟
会
、
百
万
貫
の
岩

ま
つ
可
塞

竹
委
員
会
主
催
、
北

国
新
聞
社
な
ど
共
催
、
テ
レ
ビ

金
沢
、
エ
フ
ェ
ム
石
川
な
ど
後

援
）
が
開
か
れ
、
親
子
や
若
者

が
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
に
歓
声

を
響
か
せ
た
。

百
万
貫
の
者
は
先
月
、
建
設

省
金
沢
工
事
事
務
所
に
よ
り
初

「
百
万
貫
の
岩
」
を
前
に

自
然
散
策
を
発
し
む
親
子

や
若
者
＝
石
川
県
自
蜂
村

の
牛
首
川
河
川
敷

め
て
計
測
が
行
わ
れ
、
四
千
八

百
三
十
九

ント

（百
二
十
九
万

貫
）も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

却
“
　
〓
↓
多
年
簗
呻
「
鮮
〔
形
出
い

キ
よ
　
事
業
の
理
解
を
得
よ
う
と
今
年

一」一一一一｝一一一赫̈一一

末
を
過
ご
し
た
。



JL 國 案 斤

平成フ年(1995年 )10月 2■里生」埜堡張2

「緑 靱 ダ イ ヤ 覆 ン 雰計 淵 」

趙
輔中鐸『謡輸襄
炒
轟
螂艇
埒
艇

雷
を
聡
い
た
上
で
今
年
度
内
に
具
体
案
を
策
定
し
、
八
年
度
か
ら
順
次
建
設
を
進
め
て
い
く
。

県
、炒
境
”
が
蒸
案

利
用
誘
導
漑
点
、
登
山
日
の
別

当
出
合

・
中
坂
場
を

サ
ブ

拠

点
、
南
竜
ヶ
馬
場

・
室
堂
を
利

用
前
進
拠
点
と
位
置
づ
け
、
四

呻山電， ガイオ疑″ポ計画でド」此”貯Ｈ）帰
「‐″一け分一度̈

Ｄ

電

」一一一一｝一一一一中一．

鮮申一晰赫難眸れ̈
一麒”

肇葬わ“η輌申いは一」働
十鱈
解集
鰐
上

一一一一一一一｛̈一一一一一一一̈̈一̈一一一一一

一飾一



戦争と地図・情報
――戦後50年 によせて――

今年の元旦、各紙は多かれ少なかれ、戦後50年

について述べた,大東正戦争が完膚なき,k職に終

わって以来t戦争に突入するまでの思想や政治の

流れを振返ってみれば、自壊 した政党政治とその

後に続 く翼賛体個lの もとで戦われたのは、対 日経

済対鎖網の圧迫打破等の意図があったにしろ、ア

ジア地域への優略的行為であったに違いない。 1

戦争に地図等は不可欠なものとして、当然に各

国ともこれらを含む情報戦には力を注いだが、わ

が国のそれは侵略の先兵であったのか。不戦決譲

の問題を引くまでもなく、大変に重い命題である。

本誌でも、この戦後50年 の3月 にあたって特集

を組むことになった。筆者の担当が戦中、次の清

水靖夫氏が戦後の役興期における地図事情。最 Fi

の西尾元充氏が、戦中から現代までの、写真偵察

から衛星リモー トセンシングに続く時代を生きら

れた貴重な経験を述べられる。

地図の全盛期

第一次大戦後の戦争景気からllg和 初期にかけて

の一時期、大正デモクラシーの風潮のなかで、「大

衆文化」の発展 とともに、

観光旅行や登山が大衆の iI

ものとなり、地図への需)F
要も一気に高まった。民

間での地図出販もおいお轟感
い盛んとなり、FVF地測 it

部の 5万分 1地形図は人

正13(1924)年 までに、

■部離島を除く全国が作

成されて、戦1,に おける

地図の全盛luを迎えた。

当ロキ、1万分 1か ら250万

分 1ま での各種縮尺の地

lklに 加えて、特殊国と言

われるを

“

市近郊図 (集成

IXl)、 山岳lXl、 スキー川

“のはか、お(習場 lkl、 各lrt

筆嗜性姓l蝿

財団法人 日本地図センター発行

「蠅 ニュース」1995 8 NO―解5ょ り

長岡 正 fll

の国式、成果表等まで広く一般に販売された:特
殊国には、当時の開けゆく時fヽの雰棚気を思わせ

るものがあり、なかでも、御大議記念の京都i壼郊

図のように、左近の接右近の橘に頌歌あ声聞くよ

うな典雅な表紙絵 (本誌218号参照)の ものなど、

一時の夢まIIろ しであった。

描き変えられ始めた地図

し,ヽ し、大恐慌力導まい時イtの幕捌けを告げ、都

1,部での不況・失業増加と農村の疲弊がつづく中、

昭●111(19“ )年の二二六事件、翌年の度濃嬌事 4■

に発する日中全面戦争 (支郡事変)下での統llll経

済と r賛沢は敵だ」どする風潮、国家総動員体

":と、いつ采てるとも知れぬ戦争のなかでは、観光

などは思いもよらoこ ととなり、地図もまた秘密

の壁に包まれ始めた。

こ4に ぉ立つ以11か ら、要塞地帯については地

図は一般には発
`子

されていなかった力
'、
 さらι二12

Fr改正の軍機保護法によって、「陸東大臣又ハ海軍

大臣ハ防空其ノ他園土EIJ衛 獅 事_L神 護

ノ必要アルトキハ匡域ヲ定メテ」飛行、高所より

図 1 米軍上陸前の、爆煙あが る磁黄島南東海岸 (疑 Ot爽休批‖fiじ, 一常にιl傭 壕
‖1地 力うとられていたはずで、企鮨iに 熊数に :ι える班 I(六 )は 軽り
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の撮影、測量等を禁止又は制限できることとなっ   は、皇室関係地区についての従前からの自ヌキに
たほか、北方地域や島嗅・海峡部、要塞地帯につ   加えて、陸海軍関係の絵てのほか、飛行場,造船
いては地図等の図書物件が公けにできなくなった。  所等が「国土防衛上ノ地園改描二伴ヒ削除」され、
これを受けて、一部地域については、軍関係と重   工場、発電所、電力線、高層建築物等も「所要ニ

要施設をすべて除いたうえに山地 もぼかした r交   應ジEll除」された。これらの戦時改描販は、一瞥
通図」(図 3)が発行された。この頃には、民間製   しても何かあるなと判るような、おぞましい地図
の地図においても、「○○要塞司令官御検闘済」と   (図 2)と して今日に残されている。さらに、16

するなど、自主規制が始まった。 ・  年以降は、200万分 1以下の小縮尺図を除いて地図
また、この措置後にも発行できた地域の地図で   の自由な販売が逐次停止された (同年 10月 15日
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翌年8月 23日 付|す官報ほか)。

つまるところ、かつては一般に販売していた地

図に次々に策を弄して、国民に不自由を強いる結

果となった。一方の米軍では、入手済の日本の地

形図を利用したが、19年 にB29爆撃機が日本上空

を自由に飛行できる (高射砲と迎撃機の到達高度

以上)よ うになって以降は、情報入手に何の問題

もなくなった。米軍による地図作成が本格化する

のは、戦後であるが、図 4に その一例を示す。

図 1は、戦地での空中写真の一例である。

日外国内の惨、情報非活用と情報断絶の悲劇

H召和に入って、地図作成の主力はいわゆる外邦

地域と戦地に向けられ、厖大な数の外邦図が作ら

れ牟。しかし、これらの地図は、「軍事極魂 扱い

とされて、本来の意図とは事腹に作成そのものが

目的化してしまい、余り使われはしなかったよう

である
'。
  [   ,

―例をあ1デれば、上陸した3万人余の2/3が還ら

1人 となったガダルカ|ル島での、「海図により(陸

上山岳地帯の)迂回路を研究するに一比巌的容易

にュっ敵飛行場の直前に進出」し得るとして、奇

争9■ゃド地形錯雑崚輸な人跡未踏の熱帯密林に

踏み込んだ例。日本軍による偵察空中写真が現地

司榔 に届いていたにもかかわらずである。。ある

いは、二■
ニギニア島の標高4000mに達する密林

を補給もな く徒歩で越えようとして惨僣たる結末

となったポ,ト モレスピー作戦や、ヒマラヤに連

なる重畳たる山岳地帝と大河を超えてアッサムヘ

図 4 米軍地形国に見 るRuinsの 表現、 1:250"‐ SHlzuoKA NE"
1夕′,,19,1)ヽ

Ruin,の ホ示部 が空姿焼夫民 It色部が残Fr市衝地″
70%に 縮小.

の進攻を目指しli蕎季人う後の退却路は自骨街道
.と

事

`言

■々たイレパール作戦など、ともに地形
歯があらた、もかかわらずつ、これを活用するすべ
があれば、地形的至篭さのゆえにこの種の作戦企

画は思いもよらぬことではと、今にして思われる。

科学的戦略の思考欠除に起因する悲劇の例は、校

挙にいとまがない。

柔軟性に欠 く命令至上主義とともに、地図作成

のみが目的1ヒ してしまっていた悲劇 を、商方での

野戦測量の思い出の記か ら引用するとt「 …たった

1人で測板を担いで,…木 もない草原の丘で、頭

国 b 米軍写真に見 0東京空襲の状況、写真中央がギ子駅
=左

は ■1町 中心の 3′

'10H空
姜後だ /J・ 、この辺 りでは写真右に饉かに

焼 i十 跡が達 してい るのみ 帯状の空地
`=IIJ人

のため′瑾 制疎開跡,41,■ 5■ 25口 空製後で  この■it`=ほぼ焼共 (暗 色部が残存

"i衝

地 )。 米軍撮影 (4月 2Jと 5月 23‖ )、 米臓
『

1立 公文壽質 ょり.入 ■.紙 にでう藁尺的2´ 3万■ 1.
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と測鞭上をま十ではして筑撃から逃れ、敵機が去

るとまたJl itを 続行し、一敵が日前に来ていると

いうのにfpFの ために設りit作業をするのか、・・円果

のように柳l阪 を担いで,ロ ウロしていたのですか

ら、命懸けの実えな|ヽ悲劇です。デ) ●
■、ウなえつ:て :国内で;二 、ロヨ●19年夏あサイパ

ン島失Ltの 前後から空製が本格化したI翌年 3月

10日 の東京大空製 (死者約lo万 人)ッ昨 |よ
、

`れ二革1「黒::重,1量夏重辱竃貫菖農』r」[:

空襲は繰返され:15月 25日 にはそれ まで被害 を受

けていなかった残存地区に対するとどめ ともいえ

る夜間大空襲で、東京の主要部はほぼ壊滅 した。

広島・長崎の原爆は言わず もがな。ほかに、各地

の小都市に至るまで、 8月 15日 の払暁に至 るまで、

m潰 じともいえる空襲が繰返された1図 5に東京 ・
の状況を示す。なお、日中戦争 (=那手変)中に、

日本軍による重慶への集差別爆撃等によちて、甚

大な被書があった。ことも忘れてはならない。

戦争は、国家総力戦 としての長期展望 もないま

まに、欧州戦線での ドイツの必勝 を信 し、空虚な

理念と無責任な美辞麗句をかざしつつ、国力を無

視 して対米英戦に突入する形となったが、そのこ

とは政 ‐戦略情報収集の欠如 と悲惨な帰結 を暗示

するものであった。国家としての情報機関
`ま

なく、

そのための人材養成 も考慮されず、国策や重要な

作戦のための情勢判断では概ね時期 を逸 しつづけ

た。要するに、この Iえ 争は、情報を軽乱した日本

が、「政 を知lら ず己れを知 らず」して突入した もの

でら、その九:超 1ま・iJJめ か らりIら かであった。そのこ

と1ま 、ここで,上 べてきた戦lPの地図等に関する事

情の一端からもflllい 得 る。

廃虚からの復興に向けて

連合国軍による日本 占領の後、米軍により全国

土の空中写真搬影 (1万分 1、 平野部は 1万分 1)

がilLめ らオtた。撮影は、戦中の戦略爆撃の頃から、

偵察および爆撃効果評価のため繰返されていたが、

これらは米国日立公文書館に保管されている。戦

後分は、撮影コースが太平洋から日本海まで抜け

るような、今 日で も実施 し得ない規模で行われ、

戦災復興用等として日本に供与されて、今 日まで、

国土の大規模改変前の状況を知る貴重な資料 とし

て活用されている。なお、わが国による撮影 とし

ては、戦前の昭和10年代の陸軍によるもの力f断片

的に残されている。図 6は それらの対比である。

【参考文献1

1)朝 日新聞社調 {1985):r日 本大空働 、201p_、 原書房 .

2)杉田一次 (1988):r情 報な き戦争指準 J、 412p_、 原書房 ,

3)清水靖夫:=かの話論文 (1988):地 図情報.特集 戦前の

地日・ 戦後の地□、

"pl)睦測第二十期合援著 (1990):=彗 ―陸副第二十期生徒之
記ilJ.131p、 私家坂。

5)長岡正刊(1993):陸地 調 量部外■;図 l■ 成の記録、地図、
3114,、 12～25

6)ヽ HK取材班躍 (1993):rド キュメン ト大手洋戦争
`全

5

巻.

{一護地日の掲■については溝水靖贅氏の、米国目立公文書館
の写真の調恵 ま Kimoto Tech.Inc・ NJ のご尽 力による)

固 6 日本 陸軍 ●拳 軍の ,事 ,見 る事 申 雖 ■ の 比較 、 FA島 中。
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神戸新聞新聞1会館(写真 :神戸新聞社殿提供)

(は じめに)

rゴゴ_J「 ドッスン」という音で体が大きくliれ
目が党めた。「地震だ」と思うと共に跳ね起きr大丈
夫か」と子供たちに声をかけた1‐全くの暗闇の中、
犠中電灯を探し毎しランォを,ける。1神戸市を中
,じ にヽ大規模を導震発生」と、_7ナウンサーの興奮し

彗5奮撃i轟彙卜皇lttL會号1勢:ぜ
戸新FFl繁

各社 1ご状況を確認するために、公衆電話に何度 も
並び直 し、神戸新聞社,外はほぼ大文夫だと知る。
神戸新聞社 と連絡が取れない。テレビが何とか 1局
だけ見られる様になったのが午後。次々と被害の状
況が写 し出されている。「行くしかないかJ背広に着
替え、渋る妻を無理や り運転手に、とにか く三宮ま
で行 くことにした。

三宮の新聞会館は1東側の窓ガラスは全て壊れ落
ち無残な状態だったが、建ってぃた。
真っ時な中、新聞社の人の先導で壁の崩れ落ちた

階段を3階 まで上がった。最燭を囲んで編集局の人
達数人がおられた。佐藤編集局次長殿が私を見つ
け、「システムは大文夫か、とにかく電算室とLbP
を見てはしいJと 第一声。CPu室の天丼が半分落ち
かけ、耐震をしてぃないパィロット機器やMTロ ッ
カ=が斜めに倒れた り大きく横にずれていた。
LDPは 意外と整然とそこに有った。
「当分は無理かJと やゃ諦めながら、とにかく西

〔緊急システム構築ドキュメント)

1/17 阪神大震災発生 (5:43)
r神戸新聞地震対策本部」発足

→新聞社より10日 で立ち上げ依頼あり
]/20 緊急第一次システム順次搬入開始

1/21 CE、 SE現地到着 (約 50名 )

1/23 システム構築開始 (オンライン立ち

上げ)

1/24 動作確認、システムテスト

1/25 緊急第一次システム顧害渡し

1/23 顧客運用ヨ1練

1/27 緊急第一次システム本番稼動

(10日 目)

。2ケ面製作から順次移行開始

2/1 富士通関沢社長、秋草専務訪問
2/5 全ニュース面復活(カ ラー面も復活)

2/14 デイリースポーッ自社制作開始
3/6 全ての画が自社制作となる

神印刷センターにシステム部の林局次長殿に会い
に行った。思いのほか広々としたセンターは騒然と
した中にも、一種落ちついた雰囲気があり、てきば
きと色々な:旨令が飛んでいた。「さて、システムをど
うしよう」「何日で立ち上げられるか」「電源はどの
くらい必要か」「スペースはどぅか」「回線数は」「空
調の能力は」「cvcFを どうする」等々…ゼロからの
スター トであった。 (K.U)

宇野 潔氏のこと

戦後

"年
は、阪神大震災で明けました。その

後はオウム、円高、金融醸関の倒産板ど話題に

事欠きませんでした。後嗜群が腹立たしい人災
であったのに比´ヽ 震災の方は胸塞がれると同

時に人間の崇高さにも打たれ、戦後諦年を支え

たものを改めて思い知る心勘 しヽま九

15期同期会時の近況報告中のひとくさりを編
集長は聞きのがしませんでした。

「この間は 娘と嫁さんで逃げてしもうてか
らに一Ъそんなエビッードがあったんなら書く
まっし。」
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数日後

「やっぱり書かんなんけ?」

「わて、待っとるんやで。ええか ?わてはく昔

が懐かしい>た ら、、く仕方なく流されておりま

す>た ら臨 のために時間を割きたくはないね

ん。くどう生きたか>く どう生きようとしてい

るか>がテーマねん。それにな。あんたはんが

薦めたから、わては東京のポンポンにもうちの

人にもDESK POER Cを 買うてやったんやで。貴

任とりなはれ !」

かくして、宇野氏

…

送るはめに

なった。猶、彼女はダイェすで購入したのであ

って、氏の懐とは何の関係もない。 (「責任と

って !」 で男が理性を失うことは、この件でも

証明された)

惨状を目のあたりにした彼が、前回の原稿募

集の際に、このエピソードを書けなかった′伊清

:まこ酪 さい.

あらためて、被災者の方々のご冥福と、復買

をお祈り申し上げます。

15JI宇野 潔

本日 αl月鋤日)、 1冊の本が発売されまし

た。「神戸新間の 100日 ―阪神理 地域ジ

ャーナリズムの戦い」 (プ レジディト社 :1600

D=極 コンピューターシステムのダ

ウン。大災害の中で1300人の社員はいかに新聞

を碧■し続けたか=です。

興味のある方は、是非‐読して下さい。

平成 7年 1月 21日 .快晴。

私はヘルメットを被リー
して、窓ガラス

が散乱した歩道に立ち、三の宮の神戸新聞本社

を見上げていた。

近くには、機材を運び出す為のクレーン車が

2台、壁ぎりぎりに寄り、社屋突入の為の足場

魏 していた。

く

“

醸農押頃>
1.突入時間は鉛分間とする1乳

2.最低必要とする物以外持ち出さない義

3.余震が来ればその場にいて動かない義

私はヨンピューターメーカーのSE(システ

ムエンジエア)と して、神戸新聞社の新聞製作

システムを担当していた.震災当EI(1月 17日 )

に三宮の神戸新聞本社に駆けつけて以来、倒壊

0危険の有る三宮本社から、西神印刷工場 (神

戸四凶 で、コンピューターシステムの復lE14

業にむ瞬「していた。

新関の使命は「一日も欠かすことなく、諸

に情報を伝え.る事」であり、それを支えるコン

ピューターシステムの蟻 は、組 の

存続をも危うくする。京都新聞社との提携によ

り、神戸新聞は震災当日より数ページながらも

新開発行を続けていた。しかし京都新聞社での

新聞発行に:聴 があり、一日も早いシステム

復旧がt我々メーカーの使命となった。全国か

ら必要機材を集めるにも限度があり、それらで

震災前のシステム構成を確保するのは困難な状

況であった。立ち入り禁止 (倒壌の恐れ有り)

に指定された三宮本社には、lEシステムカく「IR

-7て」いる。

「使える物は全て運び出す。」との方針が出

された。クレーンの使用許可を神戸市に取る手

続きこれ 「蓼 新聞社存亡の時」という理alだ

省略。決行は、まだ余震の不安が残る1月 21日

と決定と́た。しかし、自分の会社からは「危険

な場所には下切近づかない事」の通達が出てい

る。●般社員を行かせることは出来ない.
―

盤
―



「敢えて危険な場所|こ行くのだから、生命保険
だって出なぃかも 1‐」

「会社が禁止してし)夕事をしに行くのだから、
労災認定もむつかしし`かな―」

「そこまでして、自分の会社でも無いのに、行
かなければならないの?」

無 妻 α73Dと の会議である。

天気は快晴だが気温は低く、寒さと緊張で農
えが止まらない。ビルに面した通りには救急車
やバトカーが頻繁に往来しており、否応なしに
緊張感が高まっていた。
10時突入開始.2階の窓ヘクレーン車から飛

び移る。懐中電灯を片手に、3階のLンピュ_
ター室に急ぐ。制げ落ちた瓦礫を踏みじめ、天
井が落ち力功、ったコンピューター室に到唐.耐
震工事がされていない機器が横倒しになってぃ
た人 意外と整然としていた。選出の指示をし
ながら

<今、余震が来たらどうしょぅ>
という思い力難 かすめる。

あっという間の設幾村晨婁 無事2階の臥
地点に到着.ク レーンに飛び移った時、正直言
つて

<二度と行 くのは止めよう>
と思った

その後神戸新聞社の緊急コンピューターシス
テム:よ

"名
以上のslを投入し、震災後10日

という異腕あ遠

=‐

軸彙滝ヶ月―半銅間遷D
で立ち上がり、神戸新間の発行を可能にした。

「そこまでして、自分の会社でもないのに行
かねばならないのか?」

「使命感Jだと言えばカソコィィヵキ漏能だっ
て私の立場にあれは ィテったのではないだろう
力、上司からは「絶対に行くな」と言われなが
らも一Ъ

宣い・
今回の私達の復旧作業に対し、額 新

聞社か,「感謝状」と尋念品を、そして社内

では「シろテ■本部長賞」を受賞しました。
命と引き換えで:ま安いような気もします力ヽ
それなりに充実した2ケ月間であり、コンピ
ユーターから震災後初めて緬面か出てきた時
の感動り、言葉に表せないものが有りました

あの悪夢のような大要採い らヽ10ケ月が過ぎ、

三宮の神戸新聞社は跡形も無くなりました (更

地と化した)。 JR三宮駅前にも震災前の賑わ
い力涙 りつつあります。私も従来の作業形態に

戻り、東に西に出張の日々を過ごしてぃます。

7回の震災では大勢の方が亡くなり、死ぬ思
いをした人々が多くおられる中、今回の投稿に

嶺暗 しいものがありました。編集長の「押し」
に負けた形で筆を取りました。

連伸)私が三宮の神戸新闘社に突入した事実は

会社の中では「無かった事」になってぃます。

以 上
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阪神0淡路大震災|こおける神戸新聞|
関西 システム部 。第ニシステム課

この度、 FTSが 主体 となった震災復興プ

ロジ ェ ク トに対 して、本部長賞 を頂 きまし

た。そこで、その作業の中心となった関西シス

テ Z、 部第ニシステム課長に現在の状況 を交 じ

え、報告 を頂 きました。

あの悪夢のような大震災から
‐
はや10ケ 月が

過ぎようとしています。

いまだ、 4万 8300戸の仮設住宅 に被災者が

住み、83ケ所 の公園や学校/区民センターに

1,977人が避難生活を続けています。私が住む

神戸市北区のマンションも未販売物件が全て

被災者の賃貸住宅 と化 しまし′た。 」R三ノ宮

駅界隈 は、仮設テントの飲み屋ではあるもの

の、震災前の賑わいが戻 りつつあります。

ォ ウム騒動 で忘れかけられた被災地神戸

は、手塚治虫の「火の鳥Jを シンボルマークと

した「フェニック

ス計画」が着実に

進行しています。

我々がサポー ト

する神戸新聞社殿

の旧社屋 (」 R三
ノ宮駅前)も 完全

ちに解体され跡形 も

有 りません。又旧

富士通神戸支店ピ

ルも同じ運命 をた

どりました。  ・

建設中の神戸縮 麒 Lm新社屋    し か し 、 三ニノ 宮

から西べ 2駅の」R神戸駅近くのハーバーランド

には、神戸新聞社の新社屋が急ビッチで建設が進

められています。

又、震災以降神戸新聞社の拠点となった。西神

印Sll工場では、我々が構築したあの「緊急システ

ム」が着実に成長し、「三ノ宮システム」以上の機

能と能力を備え、 日々 「神戸新聞」と「デイリー

スポニツ」紙を読者に送り続けています。

震災後の神戸新聞社主催の慰労会では、富士通

と共に、我が FTSに対しても「感謝状Jと 記念

躍:を 荒りll社 長より可1き ました。。そのAllで、荒川社

長から「素早い復1日 は新聞業第の驚異の的であり、

旗身的な支援に心から感謝します。」とのお言葉を

項き、関係 した一人として感激したことを今でも

思い出します。

神戸Ill西神戸印刷工場は、大阪から約 2時間

弱の距離にあり、最寄りの駅までは新聞社のマイ

クロバスで往復 します。現在フィールドSEは加

藤IIE長以下 3名 で震災時の喧嗅は無いものの、シ

ステムのサポー トに忙 しい日々を過ごしています。

食事事情は改善されたものの、仮設の食堂で食

事を取 り、相変わらずスーパーで買い込んできた

食料がSE控え室に置いて有ります。

震災でのダメーシは有ったものの、神戸新聞社

は従来からの計画である「新社屋」への移転計画

、 を着実に進めています。

当初の計画をわずか 4ケ月1尋 らしただけの、平

成 8年 7月 14日 より、ハー′tニランドの新社屋で

紙面制作を開始 し、'9月 22日 には全面移行の計画

となつています。

担当SEはほっとしたのも束の口、この強引を計

画に向かつて今準備を始めています。一日も早い

新社屋移転力:神戸復興のシンボル|す るものと信

して今後 も量張うてサポートする所存です。

この「繁急システム」構築は、FTSに おられ

た塚原部長を中心に、富士通情報出版システム続

括部及び蜘タスク等の富士通新聞グループの結カ

を上げての対応が実を結んだものです:この対応

に対 し「本部長賞」を受貨出来たことは、我々の

大 きな誇 りであり今後の新聞システム展開の励み

にもなります。

賞金の15万円を受賞者一同有効に使い、当時の

緊迫感を忘れず、ゃれば出来る (震災後、顧客か

らよく言ゎれる)の精神で今後も活動します。

某部長の弁「震災がもう一度くれば、もっと上

手 くやるのに」、担当S Erぃ ぇぃぇ、 1度だけで

もう結構です……」。

以 上

(これ も字野 潔氏  詢
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骨靖ζJttL θ)奪蹂 人 :」lξ島

鋤期 久富 象二

能登半島の人口あたりの中島町に瀬嵐という

町があるのをご存じだろう力、 七睦 につなカド

る波,穏やかな入江に面した半農半撫のイヽさな

町である。

この瀬嵐から船外磯付きの船で統優湧く らい

の所罐 ケ島と机島と呼ばれる二つの小さな島

があるのをこ等 じだろう力、 万葉集にも登場し、

また皇族のナントカ宮が孔雀 (七面鳥であった

力つ の飼育の様子を観察に訪れたりした、それ

なりに由緒のある島である。力ヽ 様々 な歴史と
変遷を経て、現在はとにかく無人島である。

私が語りたいのは島の歴史や変遷ではなく、

この二つの島のうち机島ヵヽ 一囀 の鋳

のリブート地であったことでぁる。

話の発端 :よ 我が社の労働組合の執行委員会

が終わった後の飲み会であるも同僚のM氏力ヾ 吾

るには、中島の沖に無人島があって、そこに別

荘があるというのだ。その別荘は東京在住のと

ある会社の社長の所有で、気の向いた時にフラ

ッと来る。普段の管理は、瀬嵐に住むこれまた

同僚のT氏が任されてぃて、曲 、ヽ来る時以外
は自由に使って一向構わないことになっている。

その別荘1誹戸を掘って水道が引かれていてt_

自家発電で電気も大文夫だという。そこまで話

を聞いて私は気持ちが昇るのを覚え、長勁ツトで

もイ勤 ねヽばならないと思った。

行動は素早かった。私は労組の執行委員を中

心にメンパ_を募った。曰く、

「1ミ人館
「

予ゞこう !」

1   1      :|    ‐‐

執′議 会の出国の見えない議論に飽きかけ
ていた者には刺激的であったらしい。メンバー
の合意はすぐに形成された。日程表と食料計画
を作リラシックスで流した。準備はさしたる苦
労もなく整った。出発したのは快晴の夏の日.

そう、あわもり喬が参議院選に当選した、それ
なりに意味のある夏だった。

瀬嵐へ向かう途中、七尾のスーパーで食料の

買い出しをした。lo敷名分の食料の買い出し表
を手渡妖 買い漏れをチェックする私の羽際は

仲間から、「さすがヮンゲノ略 Jとお誉めをい

ただいた。

T氏の船で島へ向かった。波じぶきヵt嵯
かった。島は周囲2kmく らいであろうか。ちゃ
んとした措摯渤ち り、鱗議渤、ら草地鑢 斜
を少し登った所に別荘はあった。万1剛Iから荷物
を運ぶための滑車が引かれ、治車がぶら下がっ
ていた。

「別荘」といっても外観はごく普通の民家で

ある。しかし、中に入ってみて驚いた。キッチ
ン、ガスレンジあり。もちろ株 にはプロパン
ガスのポンベが据えられて0ヽ る。鰤 ぁ

り.中には日付不明のビール 4、 5本。ダイニ

ングにテープルあり。おフロぁり。ポータブル

テレビあり:七尾湾が目の前に広がぅ縁側ぁり。
8畳間■2不 自由する要素は何もない。テン

ト生活を機な鐸 すぎる。

私達は、皿とコップを洗い、ビールを冷やし、

床とテープルを拭き、部屋を掃き、おフロを洗

い、こまめに働いた。―iLり の仕事を終えた供

七尾で仕入れたイカの束1身で乾杯した。

乾杯の後、船で釣りに出た。魚がいない筈は

ないのだがt私達に釣られる魚はいなかった。

同意社で水泳をやっていた下人力ヽ 竿を放り出

してフリチンで泳ぎだした。

釣りから帰ってご飯を炊いた。ガス炊飯器が

備えてあったので、4年間ホエプスの飯炊きで

鍛えた私のにかかれ:ま 出来映え:ま完壁であっ

た。カレー辞 Pた。玉葱を充分炒め、にんに

くを効かせ、トマトも入れた。角iiEをすすり、
-45-



持ってイテったカセットでラリー・カールトーン

を聴きながらしっくり煮込んだ。ラリー・カー

ルトーンのギターには時を上める力がある、そ

う思ったりした。

夕食はカレーと定番、焼肉であった。予定で

は釣れた魚がどんと出る筈であった力ヽ 釣れな

かったものはしかたがない。夜釣りにも出掛け

たがやはり釣果は今一つであった。だがt暗い

海の向こうの和唸温泉の灯がきれいだった。

結局この無人島へは3回行った。執行部バン

ドを結成するのだと意気込んでギターを持ち込

んだこともあったがヽ酒の酔いのせいかチュー

ニングだけで疲れ果ててしまった。最後となっ

たのは翌 年々の 1月 であった。その後この無人

島で2泊 3日 の「厳冬期合宿」を計画していた

のであったがそれは不可能になった。もう無人

島へは1テけなくなってしまったのである。管理

の仕事がT氏から別の人に移り、またT氏も地
‐
元へ進出してきた企業へ転職してしまったから

でぁる:私はT氏との関係が途切れてはならな

いと思い、年賀状やお歳幕を送ったりと努力は

したのである力ヽ 結局は疎遠になってしまった。

この無人島に代わる場所をと2、 3探してみ

たり、実際に行ってみたりした水 いずれも無

人島ほど気持ちの昂りを感じさせてくれる所は

なかった。いっそのこと、あの無人島を買おう

かと同僚達と相談したことがある。 1坪 500
円として―一‐‐。無理はのである。買える筈がな

い。定年まで払い続けてまだ残高の残る住宅ロ

ーンを抱えていて、そんなお金どこから出せる

もの力、

電気もつくし、水も出るし、おまけにタヌキ

まで出る。

でも簡単には行けなくて、もし海が荒れたら

何日も帰れない。

またイテきたい。ああ、憧れの無人島 :

く翻 >

ヮングルOB会報初の文書 (?)作品は以下

の歌 掲載された この経緯を知るか知らぬ

かで、この作品― は異なってくるものと思

われる。 (こ の解説が「いじっかしい」人は素

直に作品のみを味わって下さい。)

馬周年記念誌の発行により、バラバラに見え

たワンゲルの歴史は剥ぎあわせられ、経年変化

を鏑殴できるようになった。

某女史は,応理学部出でありヾ 生半可にかじ

ったにもかかわらず、デ=ターを見れば、解析 。

考察を試みずにはいられない。そして、彼女は

「ワングルは何故衰退 (部員減少),したの力」

の疑間の答えを歴年のBH誌の記述の中に見出

だそうとした。20mを ビークに「減少」は始ま

っている。3Kを嫌う傾向が増したにせよ、何

…

起 きたのか (否。事故は却って部

員の結束を強める)、 著しくワン
=ヽ

も品位を

貶めた人物がいたのか一思い当たったのは、こ

の駄 執行部の任期が変更となったことであっ

た。

おりしも、役員会には質理久富氏がおり、彼

女は「生き諄 」 である久宮氏にカマをかけて

みたのである。人を疑うことを知らぬ彼:よ

「何年か前、飲み会の帰りに、ばったり前田先

生にお会いしたんですよ。

そこの頃ワンゲルはどんな具合ですか?>
と聞くと、「減りっばなし」という濃 、

そして

| くあんたらのせいや。あんたらがシステムを変

| えたから、上潮姓ガ出てこんようになって、活

力がな くなってしもうたんや。>

と言われてしまって一J

と、告白した。ひそかに気に病んだ彼は、その

ために、中年大りと縁のない体になっていた。

―お一

ヽ
警



「やっばり !」

と女史はほくそえむ。有力な証拠を得た彼女は

「 4回生を役職から外しな結果、4回生が出て

来辛くなり、それ力ヽ 我関せずの風潮を助長し

たのであろう。しいては部の伝繊 わらなく

なり、魅力も損なっていったのだヮ !」

と勝ち誇る。その後彼|ま<ウ 芽二、組織なんて
――もう嫌ダー !>とストイックなマラソンにの

めりこんでこヽったようだった。

この論戦は、ご多忙の久富氏、一応主婦の女

史ということで一向に展開せず、「月見め宴」

に持ち越されていた。

しかし一ワングルの 曜駐剣 BHにあって底

いかなる不協和音もかき消されてしまう。同じ

時代を共有したことのない両人であった力ヽ 双

方ヮングルの美酒に酔いしれてしまった。しか

も彼の作るBH横の沢水による水割は、絶品な

のであった。 辱哺鞠 の道しかそこには残され

ていなかった。

「その時には、自分達が画期的と思ってやっ

たこと力ヽ 実は時代の大きな流れの中での必然

的な変化だったのだ。自分達がやらなくても、

次の何期かにはやられていたに違いない。もし

思いつきに過ぎないことでぁれιま 次にはゆり

戻されているはずなのだし。その時には極端で、

歴史がとげとげに角張ってつながっているよう

に思えても、実は否応無しの変化の中にヮンゲ

ルも変イとし続けているのだ」

「ではワングルとは何だったのだろう?J
そこへさらに論客が加わり、酔ぅほどに、過去

のあの時のこだわり、あの時口に|ま出せず、た

だ見守るしかなかった思いなども暴露されて、

皆もう、ヮングルを選んでよかったといぅ思い

で一杯になってしまった。

「ヮンうウンとは、自然を愛すはもちろんだけ

ど、その前にく人を愛じ>ヵラ、るんですよJ

・・ しかし女史は執拗であった。彼女の頭に1よ

すでに四十

"■

があり、丁度真中の期にあた
る久富氏は、基調演説をさせるに格好の人材

に思われるのであった。

もう解決済と思っていた彼は、原稿依頼に

驚きながらも、書かねば女史からは「解放さ

れない」とここに観念した。持久戦に持ち込

んでも体力負けすることは明らかなのであっ

た一.

予告どおり期待を裏切らず、遅くなりまし

た。すみません。           :
原稿の

― すがヽ月見の宴については沢

山の方が感想を寄せて下さるてしょうほ ク

ラプのシステムを変えた云々については次の

理由で′、スさせてもらいました。
。僕達が現在のシステムにしたの1ま クラブ

の活動めメインは合宿であり m、 そ

|のリーグァをやるのは3年生である●活動の

中心を担うのが 3年生であるのに、方針を決

める執行部を 4年生が務めるというの蹴

的に
―

だ、というような理由からだった

と思います。

この理由の是非はともかく、僕らは僕らな

りの議論をしてそれまでのシステムに弊害を

感じシステムを変えたのだから、現役の方達

も男役のシステム

“

弊害を見出しているのな

ら、そればヨ頂を踏んで変えていけばよいの

であって、今僕が現役の方達に対して論じる

ことはほとんど無いよ.う に思われます。

・1嘱殴の雄 にlよ

…

し、自撻 の

思うような形にクラプを変えていかれること

を願っています。僕達もそうしてきたのだし

、先輩方もそうしてきたことと思っています

それで、原稿は今一番書きたかったことを :

書かせていただきました。OB会報に相応じ :

いかどうへ .読んでいただいて、分かる方に 1

|は分かるだろうと思います力ヽ 如何汎   |
―ξ―
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、
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の
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友
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子
と
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二
人
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預
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自
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庭
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要

，
が幕

ら
な
く
な
っ
た
。

新聞 [8月 13日 ]

横 井 昭 次 さ ん 水 死

横井 曙次さん(1動 は8月 12日 ふるさと

の木曾サllで不慮の死を遂げられました。

それはお盆の帰省中のことで、アドレス帳が

手元にない状態のため、友人関係への連絡力ヽ不

可能でした。たまたま:艶3日 の朝刊で記事を見

た16期田端さんより、15期佐野さんへ連絡が入

り、緊急連絡が回ったものです。お盆時で連絡

に手間取りました力ヽ 15期を中心にワングル0
3が参列し、彼の柩を送り出すこと力責 きまし

た。

その後15期睦終員の坂尻さんがよびかけ、追

悼文集禰 することになり、彼の尽力で魂

夫人の裕子さんにお届けすることができました。

緊急違終にあたった佐野さんからも、名古屋

での新聞コピーが送られ、葬儀の時の模様が伝

えられました

横井さんは、前回の同期会の幹事を務めてお

り、その下■の時に本割 11を渡りなから

「 このテ!Iは、俊力珂 さヽい頃から泳いで親しんで

きた,:lな んだよ」

と語っていたことも、今では幸過ぎる思い出に

なってしまいました。

追悼文集中 悼む名文の数々は、皆掲

載したい所でこ′た力ヽ 会報掲載期が偏ることを

編集長は気にしており、劉愛することにしまこ′

た。

*横井さんのBHB号掲載文 ‐

*横井 裕子さんからのお便り

0(凋 15日付け 掲載をご百スいただきました)

*諄 絣 さか の騰    (白山虔9櫛

の以上3点を紹介します.あらためて横井さ

夢Eι覇 義 せ て

1瑚 諄 厳
.      (B H13号

より):

月日の流れて行くのは 真に速い。人が去っ

てからの時間1よ 更にまた速く流れていた。そ

れは その人の死があまりの突然であったから

か、あるいは彼が私と深く関わっていなからた

からかしそ彼>と呼んでしまら
｀
たのでは、いよ

いよ逮ざかってしまう様な気がする。せめてく

奴>と呼ぶことにする。そうする事がtやがて

私の記憶から消えてしまうであろうかもしれな

い死んでしまった奴と、いまだに生きている私

の伸をつなごうと思う。それは所詮、死んでし

まった奴と、生きている私とのあまりの隔たり

に対する、生きている私の側からの後ろめたさ

の表われであり、又、一つの「事件」に関わ‐,
-48-



たrl:い うことから来る、いささかの昴りを感じ

た私の後ろめたさの表れである。

こんな話を耳にしたこと力くある。自分の家の

隣に盗人が入った時、彼にとって、その盗人ヘ

の恐れ、あるいは憤りよりも、自分の生活圏内

の中に、自分の身近に、盗人という<異常なも

の>が割り込んできたちいう事の方力ヽ より関

心を抱かしめるであろうという事を。隣の家に

盗人が入ったという事港ヽ 彼にとってtよ 一つ

の自慢話の様にして語られる事であろう。それ

と全く同じ心の昂リカヽ ‐人の人間の死という、

あまりに<異常なもの>が私の眼の前で起こっ

て以後、私の心の中にあった事を憾梅しなけれ

ばならない。あまりにも異常なもの=殖ヽ こ

の私と聞わりを持ち、 (それ:ま皮相的なもので

しかなく、いか程に私が一人の人間の死と関わ

り得たか。やはり「死」が「事件」でしかなか

った)しかもその関わり、この私が独占した事

は は彼と同じパーティーのメンノド=であり、

更に、彼輝 なる物質と化していく様を最後ま

で見続けねばならなかった。)を。やはり、「

自慢の種」とと′て心の中に丸め込んでしまって

居たのである。そうであった私にとっては、あ

の地で黙濤を捧げる事も、花を献げる事も、そ

れが私以外の人によって成された懇 、 しらじ

らしく私は思っていた。私は恥ずかしい。私は、

祈るよりも、祈りを捧げている者達の心の中を

探る事に忙しかった。そ [′て一方、自分にとっ

てもまた、私以外の人にとってと同様に、死ん

だ奴が遠い存在である事が解れば解る程にヽ即

ち、この私が私以外の人間と同じであるという

事が解れげ解るricに、私と私恐へ の人間との差、

それは私が独占じ得た彼の死ぬとのより深い閉

わり (それは、彼の死をまのあたりに見たとい

う事だけなのだ力ち )なのだ力ヽ それが私にと

っていよいよ人事なものになってしまった。私

lま私以外の人間と同じになってしまう事を恐れ

た。

私は誰に対しても恥ずか 1/い人間でした。

四月X日

先日の山小屋作業 (高二郎鵬動 の駆 、

一年前の新 トレで桂君と並んで腹った地点に腰

をおろした。あの時彼は元気な様に見えたのだ

力ヽ あそこで我々は、あの時レーズンを回にし

た様に思う。本当に書しさを分け合った仲間同

士だったのに。彼の葬議が終わった後で、ダム

の傍らの桂君が倒れた所にご両親と妹さん力暫テ

かれた時、お母さんと妹さんが泣きながら、そ

ら鴫の花を摘んで手に固く握られたのが忘れら

漱 い. 十三月Y日

撲勘 めて知った。遠 くから冷たい言葉でも

って、 一ヽ の人間の死を見ていた人の中に、執

念深い悲しみがあったことを。僕のヒステリッ

クなセンチメンタリズムは、必死になって己の

感情をかきたてようとあヵくいている、愚かな傍

観者のものだったのです。残されたお母さんの

働興に、思わず涙を禁じ得なかった。その心に

嘘など:まなかった力ヽ その感情の障間に、すぐ

いとわしい想念が知らず知らず頭をもたげてし

まっていたのです。

僕の中で桂君の面影が薄れていくだけでなく、

彼の死そのものがまさしく風 |ヒ していく時、僕

は一人の人間の死を今なお、執拗に心の中に背

負い続けて居る人を見たのです。

十朝 七日

横井 裕子さんからのお使り

00月 15日 のもの)

いつのまにかすらかり同りは秋になり、コス

モスは満開になり、外ではいろいろな虫の声が

聞こえています。あの署かった夏がどんどん遠

ざかっていきます。
―鵡―



追悼文集をお遊りいただきま[ノてあり力くとう

ござιヽまヒ′た。丁度 tケ月日の10月 12日に思き

ました。主人の写真の前で読ませていただきま

した力ヽ 皆様のお気持ちがうれtノ くて涙が上ま

りませんでした。翌日、眼と鼻がズキズキ痛む

ほど泣いてしまいました。

通夜、葬儀ともに、突然の知らせだったにも

闘わらず、大勢で来ていただいて、本当にうれ

しかったです。でもあの時は、自分力く自分でな

いような状態でしたので、皆様とどんなふうに

お話ししたのかさえよく覚えておりません。あ

の後グ日嗣 ぎるまで醒 にとどまり、観

子ヽ戻ってからは、又、たくさんの方々にお別

れをいただき、輸日忌を過ぎるまではただただ

毎日を過ごすの力ヽ やらとという感じでした。

ようやく最近になって、まわりはすっかり秋

になり、言葉では表せないような淋しさに取り

囲まれているのに気がつきました。誰かと話を

する時に悲しくても、笑顔につい元気そうにし

てしまう自分がイヤでしたがにようやく素直に

涙が出るようになりました。今までで一番悲し

くて泣き虫になっています。子供達の前には泣

かないようにしていますiれ いつもそばにくっ

ついてくる三女にはすぐ見つかってしまって困

っています。

もし、私が一人きりだったら、きっと一日中

何もせずにただばんやりとするばかりだったか

もしれません。子供達がいるから早起きして、

ごはんもお弁当も作るし、掃除もする。運動会

ではカメラを持って走りのり、幼稚園のお誕生

会にはおしゃれをして出かけていく一。こうや

って、時がどんどんたっていくのでしょうれ

もう2ケ月メ上が過ぎたのに、まだ自分の中

では主人の死を認めたくない気持ちで ―iFです。

どこかへ出張に1子っているような気がします。

それと同時に以前よりもそばにいるような気も

します。帰りが遅くて、いつも夜中と朝しか―

緒にいられなかったけれど、今はずっと一緒に

も`るように感じます。きっと皆さんからの文集

も‐緒に読んでくれたと思し`ます。本当にあり

がとうございました。

3月 12日 のあの午後のことは思い出こ′たくな

ぃこと
=す

力1、 坂尻さん」きはじめ、りし′f卜の

方への伝わり方は少し事実と違 っているような

ので、ここに訂正させていただいてもよろしい

でしょうか。あの瞬間を目撃したものはごく僅

かですので、本当のことは私にもわかりません

がヽ皆様にはなるべく事実に近い事を知ってい

ただきたいのです。

新聞の記事にも、中測にいたのは3人とあり

ます力ヽ 本当は、友人の長男、長女、我が家の

長女、次女の5人でないでいました。私と友人

l■ll:岸に近い所でお互いの末っ子を遊ばせてい

ました。その日は募冬りに再会した友人一家と

話がはずみ、楽しくて楽しくて時がたつのも忘

れていたほどでした。でも、ふと時計を見ると、

もう午後3時を過ぎており、もうそろそろ帰ろ

うと主人に声をかけました。

「もうあがるよ」

という主人の声に安心して、私と友人は単に上

がりました。私がふりむいた時、主人の頭のま

わりに4入の子供達の頭が集まっているの力qヽ

さく見えましたので、そのあとすぐ来ると思っ

ていました。たぶん、そのすぐ後に事件はおき

たのだと思います。

友人の長女と我が家の次女は少ししか泳げな

いため、深ι:を渡る時は主人が 2人を抱きかか

えていました。その時もそうしていたようですo

ところが、行きと違う所を波ろうとしたその場

所がt主人でも背が立たないほどの深さだった

ようです。主人一人なら決して溺れません。し

かし、両腕0こ子供がしがみついた状態で足もつ

かずt本人はとんなに必死だわたろうと思うと、

こちらまて的が苦しくなります。そんな状態だ

ったのに、主人はあわてている友人の長男に

「おじさんの腕につかまれ !」

と叫んだそうです。でも、その子は主人がそん

―
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な余裕はないことがわかっており、我が家の長

女と必死に泳いで岸についたのです
「

主人は、近くの人か抱えてぃる子供達を受け

取ってくれた後、力尽きてもぐってしまったよ

うです。長女カサ済で

「助けてぇ。紋 さん力くもぐっちゃった。死ん

じゃう !」              
´

と走ってきた声を聞いて、私達が走って行った

時には、もう主人の姿はどこにもありませんで

した。 3人の子供達が泣きながらそこにいるだ

けでした。つまり、主人の最朗ιま子供達だけが

見ているのです。特に2女は、その様子をまの

あたりにしているのです。最後にお父さんは何
と言ったのか、どうしてまわりに助けを求めな

かったのか、どんな風に沈んでしまったのか ‐‐

私には知りたい事ばかりですちでも、あまりに

現実過ぎて、いまだにあの時の詳しい蹴 闘

けないままでいます。子供達があのBポ ッボッ

と話 した事だけをつなぎあわせて、私が想像し

たにすぎませな いつの日力、娘が自分から話

した時に聞いてみようと思っています。

もしかしたら、 5人の葬式になっていたかも

しれない事故でした。必死に、文字通り命をか

けて、主人は子供違を助けてくれました。子供

好きな主人らしい最期だったのかもこ′れません。

助かった大切な命を、今度は私精 てていか

なくてはと思っています。くじけてはいられな

いと思います。「白山会」の皆警が応援して下

さる声を励みに少しずつ歩いていきます。どう

ぞ爵期会をはじめヮングルのお友達によろしく

お伝えIさ い。本当に心の中は感謝の気持ちで

‐杯です。文集は私の宝物にさせていただきま

よ

び

か

け

故
横
井
昭
次
君
遺
児

へ
の
励
ま
し
基
金
に
つ
い
て

あ
の
横
井
昭
次
君
が
、
去
る
８
月
１
２
日
１
５
時
３
０
分
頃
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

突
然
の
訃
報
で
、
残
さ
れ
た
妻
格
子
さ
ん
や
、
美
奈
子
ち
ゃ
ん

（
１
０
歳
）
、
志
穂
子
ち
ゃ
ん

（
３
議
）

悠
希
子
ち
ゃ
ん

（５
歳
）
に
慰
め
の
言
葉
も
有
り
ま
せ
ん
。

横
井
君
の
螢
零
心を
思
う
と
き
、
万
感
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「お
―
い
、
横
井
君
！
私
達
に
何
が
出
来
る
？
」
と
問
い
か
け
る
と
き
、
残
さ
れ
た
４
人
の
名
前
を

大
声
て
呼
ぷ
彼
の
姿
が
浮
か
ん
て
き
ま
す
。

子
供
が
大
好
き
だ
っ
た
彼
、
飲
み
な
が
ら
お
子
さ
ん
の
事
を
よ
く
開
か
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
私
達
が
出
来
る
事
．

せ
め
て
、
生
前
横
丼
君
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
私
達
が
、

「お
父
さ
ん
に
は
、
た
く
さ
ん
の
友
達
が

い
て
、
み
ん
な
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応
援
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て
い
る
よ
」
と
残
さ
れ
た
子
供
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ち
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ｒ
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け
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表
現
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藤
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一

金
大
法
文
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山
下
　
義
信

一一　
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大
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宇
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簿
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成
し
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す
．
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ま
し
基
金
）
　

残
さ
れ
た
ご
家
族
の
こ
れ
か
ら
を
思
う
と
き
、
一言
葉
に
よ
る
な
ぐ
さ

め
も
大
切
で
す
が

「実
生
活
に
少
し
て
も
役
に
立
つ
こ
と
」
と
し
て
、

私
達
の
気
持
ち
を
応
援
金
と
し
て
贈
呈
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

．
　
　

　

　

・
１
日
　
１
．
０
０
０
円

（親
し
か
っ
た
人
　
５
日
以
上
て
お
願
い
出
来
れ
ば
幸
い
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．
）

●

・
応
援
金
は
、
各
呼
び
か
け
人
に
お
渡
じ
願
い
ま
す
。

（又
は
、
左
記
の
日
座
）

応
援
金
振
込
口
座

「あ
さ
ひ
銀
行
蒲
田
支
店
　
横
井
君
応
援
金
　
宇
野
　
潔

（
ヨ
コ
イ
ク
ン
オ
ウ
エ
ン
キ
ン

・ウ
ツ
　
キ
ヨ
シ
）
１
０
６
０
３
９
２
」

・
募
集
期
間
は
９‐
月
劇
４‐
日
劇
で
と
し
、
四
十
九
日
の
９
月
２
４
日
に
は
裕
子
さ
ん
に

渡
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
賛
同
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（文
責

宇
野
　
潔
）



前
略連

日
の
猪
暑
に
も
朝
夕
の
風
に
秋
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
子
供
た
ち
も
２
学
期
が
始
ま
り

ま

す
．

き
て
、
突
然
の
連
絡
で
す
が

（
１
５
期
は
、
周
知
の
事
実
で
す
が
）
我
々
ユ
■
期
の
横
井
昭
次
君

が
、
去
る
８
月
１
２
日
１
５
時
３
０
分
環
、
帰
省
中
の
名
古
屋
て
不
慮
の
事
故
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一言
僣
子
さ
ん
と
、
実
奈
子
ち
や
ん

（１
０
歳
）
、
意
量
号す
ち
ゃ
ん

（８
議
）
い
悠
希
子
ち
ゃ
ん

（５
歳
）
の
３
人
の
子
供
が
、
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。　
　
一̈　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
・

我
々
１
５
期
ｔ
と
っ
て
は
、
機
、
高
村
一
比
露
併

（石
田
）
に
次
ぐ
訃
報
で
あ
り
、
ざ
ケ
し
さ
を

通
り
起
し
て
、
非
常
な
ウ
ョ
ツ
ク
と
し
か
言
い
よ
う
が
有
り
ま
，せ
ん
。

学
生
時
代
及
び
社
会
ス
に
な
っ
て
か
ら
の
１
５
期
会

（ほ
ぼ
皆
勤
だ
っ
た
は
ず
）
と
、
思
い
出
は

尽
き
無
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。　
　
・

．卸叫れ欺舛歩ッ〕餃婦磋ｔがら、一ろを振り返り　″　、一れ気味のメンパーを気づ

・
あ
の
自
由
の
南
竜
て
、
時
間
を
忘
れ
て

「星
」
を
見
て
い
た
横
井
．

・
金
も
持
た
ず
に
、
後
輩
を
引
き
連
れ
て
、
兼
六
園
下
の
飲
み
屋
に
繰
り
出
し
た
事
も
あ
っ
た
。

・
出
販
摯
社
に
勤
め
て
か
ら
は
、　
ご
しど
も
た
ち
」
の
役
に
立
つ
本
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
た
◆

・
相
手
の
話
し
を
、
本
当
に
一
生
懸
命
、
聞
い
て
く
れ
た
横
井
．

・
人

一
倍
の

「正
義
感
」
と

い思
い
や
り
」
で
他
人
に
接
し
て
い
た
槙
井
．　
　
一

横
井
が

「
死
ん
だ
」
！
！

葬
機
の
後
、
美
奈
子
ち
ゃ
ん
に

「が
ん
ば
っ
て
」
と
声
を
か
け
た
時
、

「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
健
気
に
返
事
し
た
妻
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
．

子
供
が
大
す
き
だ
っ
た
横
井
．
あ
ど
け
な
い
３
人
の
お
子
さ
ん
を
思
う
時
、
今
後
０
人
生
に
何
か

動
す
し
に
な
る
事
を
し
て
あ
げ
た
い
．

横
井
の
無
念
さ
を
、
少
し
て
も
和
ら
げ
る
こ
と
が
出
来
た
ら
．

そ
ん
な
思
い
で
応
援
４
鷲
と
応
援
金
を
募
る
事
に
し
ま
し
た
。

彼
に
と
っ
て
、
金
大
ワ
ン
グ
ル
の
友
違
は
、
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
て
し
た
。

そ
ん
な
彼
の
残
さ
れ
た
子
供
達
に
、
我
々
金
沢
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
オ
ー
ゲ
ル
部
の
仲
間
と
し
て
も

是
非
、
応
援
名
簿
に
名
前
を
連
ね
た
い
と
思
い
ま
す
ｏ

（手
続
き
）

・
廊
撥
金
を
、
銀
行
振
込

（射
紙
参
照
）
か
私

（字
野
）
宛
に
送
っ
て
下
さ
い
．

・
応
鰻
金
送
付
者
名

（関
係
、
氏
名
）
を
記
入
し
た

「応
振
名
簿
」
を
作
成
し
ま
す
。

・
別
紙
に
も
有
る
様
に
、
９
月
１
４
日
迄
に
お
願
い
し
ま
す
。

翻
大
リ
コ
引
川
ｄ
刻
制
で
、
多
く
の
日
樹
著
が
想
瘍
口
覇
ｄ
機
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

（
１
５
期
へ
）

・
過
去
の
２
名

（高
村
、
石
田
）
に
対
し
今
回
の
様
な
活
動
が
ど
来
て
い
な
い
の
に
、
横
井
の

時
だ
け
と
言
う
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
会
社
を
中
心
と
し
た
広
い
募
集
に

参
加
す
る
と
い
う
形
で
ア
解
廟
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

鷲
略
　
、
一‥
１̈
１
¨

‥ヽ
‥
‥
―
‥
１
¨

よ
風
が
こ
こ
ι
良
て
、
考
ユ′
に
ム
か
け
☆
ζ
ケ
る
か
口
こ
の
頃
で
す

」
嗜
暉
一
受
鴻
一晩
朝
撃
汁
「
”
ド
に
薇
毅
丼
燿
次
哺
の
ご
十́
九
嗜
が

嗽
叙
ｒ粥
動
ぶ破
い畑嶽椒
脅
懸紗
岬
ばや
轟
帽彎
．

毅漱イ摯卿」机卸群け̈
］ｒ轟碑静銹紳】疇「中一「］一

_ 新   聞

平成フ年 (1995年 )19月 38

‐

中村氏120軌 轍

をしてありましたが一。

竃

獅
剛
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｐ
大
賞

に
５
人

陶
芸
の
申
村
さ
ん
ら
表
彰

卒
数
の
な

っ
た

級
和祐
一妹報硼協結幡打は■燎
雑前
勁組
」れ
謙一

オ
弓
詢ぽ
構
郡
”議
哺
精
硲
聯
哨
昴
κ仏
ぇ
る
と共
に，為
薇
項
いた

〕
め

に
ら

，

み

「
ｂ

島
外

［
と

ｔ
ｔ

々
ン
毅
ヰ

柔

の
思

い
Ｘ

れ
榮

い
も

島

夜
ら

，

み

「
ｏ

「
春
」

と

ｔ
ｔ

煽
“
銭
凛
勤
』郡
千
ォ
腱
ｔな
減
合
■
淋
子
さ
ん
の

，ヽ
ル
にが
リ
ミ
ん

類
野
御
か

十。す
林
看
「
衛
卜
漱
鯖
知
だ
」
協
一
十
団
体
皮
″
桐
人
で
、
馬

も
役
雌
期
繊
臥
部
哄
担
枷
「′。
こ
れ
か
，ら
の
ご
索
薇
の
生
滋
に
ク
ｔ
ｒ

摯畦凛”一け̈
い̈”師紅叫暮静い」翡」榊凛夕ほ韓一張ｍ

以
上
ご
無
を
ま
で
　
　
十
人
湖
　
す
考
　
暉

日
本
青
年
会
議
所
石
川
プ

ロ

ッ
ク
協
議
会
の

「
１
９
９
５
Ｉ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｐ

大
策
」

（北
園
新
聞
社
、
北
陸

放
送
後
援
）
の
表
影
式
は
二
日
、

金
沢
市
の
金
沢
全
日
空
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
、
出
席
著
約
四
百
人

が
、
さ
ま
き
ま
た
）分
野
で
活
護

す
る
石
川
県
出
身
の
男
女
五
人

の
功
労
を
た
た
え
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｐ
は

「Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｏ

ｕ
ｔ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｙ

Ｏ

ｕ

ｎ

ｇ

　

Ｐ

ｅ

ｒ

ｓ

ｏ

ｎ

ｓ

（傑
出
し
た

若

者
た

ち

の
意

味
）
」
の
頭
文
字
を
取

っ
て
名

付
け

つ
れ
た
。
今
回
は
陶
芸
家

の
中
村
元
風
さ
ん
■
９
、
オ
ベ

ラ

歌

手

の

演

算

奈

表

さ

ん

２
３
、
環
境
保
全
に
力
を
注
い

で
い
る
二
木
大

一
さ
ん
雀
と
、

回

本
家

の
水

橋
文
美

江
さ

ん

雀

し
、
伝
統
の
加
賀
野
菜
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
米
棘
格
栄

さ
ん
雀
巴
が
受
賞
し
た
。
　

　

一

授
賞
式
で
は
、
小
中
出
佳
津

良
日
本
青
年
会
墨
所
石
川
プ
ロ

ッ
ク
協
議
会
長
が

「
若
者
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し

て
役
割
を
異
た
せ
ば
、
石
川
の

街
は
輝
き
出
す
。
街
の
活
性
化

を
順
う
意
味
で
も
、
こ
の
Ｔ
Ｏ

Ｙ
Ｐ
大
賞
を
願
彰
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
統
い

て
山
村
勝
郎
金
沢
経
大
学
長
が

十
人
の
審
査
員
を
代
表
し
て
講

評
し
、
岩
本
副
知
事
が
視
辞
を

述
べ
た
。

中
村
元
風
さ
ん
　
加
賀
市
在

住
の
九
谷
焼
陶
芸
作
家
。
フ
ー

ド
ピ
ア
の
食
談
を
同
市
で
開
く

活
動
に
尽
力
し
た
ほ
か
、
平
成

四
年
に
は
、
も
れ
し
ゃ
ん
塾
を

開
校
し
、
石
川
県
の
国
際
化
に

努
め
た
。
　
．

い
た
ぎ
機
チ
で
に
大
．
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9 4Jヽ 厖議『乍撃黄幸賠

小屋作業CL 正善 久裕

大がかりなBH修復作業も、今年で 3回日と

なりました。実に私達が丁度入学した年から始

まったわけです力ヽ 今でも鮮明に思い出せる<

あの>B IIの姿は、今となし,て はもう昔のもの

となってこ′まいました。 (<あの>と は、展限

を通して空力現え、抜けた床から草が茂ってい

た蠅

おおまかな作業自体は、一昨年の屋恨の張り

替え、昨年の床の張り替えをもってほぼ終了し

ていたわけで、今回は懸念の雨漏りの修複を中

′tヽに作業をすすめました。 2パーティーぐらい

で一抽二日もあれば |一分こなせる作業でした力ヽ

OBの方々より「月見の宴」をBHでやりたい

との要望を受けたまわりまして、それなら全員

で(予 ってしまおうとなり、今回の小屋作業の計

画を練りました。

連絡不行届きで、昨年同様ボートを渇水期に

出させてしまうなど、不安なスター トをきりま

した力ヽ 準備面ではいろいろな人達が手伝って

くれたおか費 順調に進みました。

9月 21日 より入山。昨年のように日をずらし

て入山することは、今回は一斉下山のため不公

平が生じてしまう。都合のあるものだけが翌日

Dパーティーとして入山することとし、あとの

A, B, Cの 3パーティーが■緒に入山した。

その中でも特にAパーティーには、後から来る

者達のために夜明け (AM4:003か ら入山して

もらい、草刈りをやってもらった。

正午にはボートが舟着場 (テ ン場から随分と

離れていた)に到着し、資材の運搬を始める。

BHの横の恐心碑を修復するということで、40

kgのセメント3袋をそれぞれザックに入れ、交

替で担いだことが印象深い。

小屋の雨漏り修理、その他にとりかかったの

は午後 2時 くらいからであった。屋根のてっペ

んの トタン3枚をきれいに剥がし、梁とB恨板

の隙間にボンド状のシーリング材をながしこむ。

簡単な作業で3時間くらいですんだ。

翌

"日

は、セメントに混ぜる砂利をバケッに

4、 51内霞まれていたので、朝から拾い始めた。

正午に先発隊のOBの方 が々割着され、我々も

‐緒に愁心碑を作る。その後は 明 見の宴」に

向け準備にかかった。

<今後の課題>

おそらく課題と呼べるものは、今回をもって終

了したと思われる。次の2回生の判断である力ヽ

来年は部員全員で小屋作業にあたる必要はない

と思う。壁を塗り直したり、ドアを替えてみた

りなど、上を望めばきりがなく、私個人の意見

ではこれで十分と思う。しいて挙げれこま 以下

の項目ぐらいである。

*今回BHの近くの水場の正確な位置をOBの

方に教えていただいた。BHまで水をホース等

で引いてくることが可能なら、やってみるべき

かもしれない。

*入日から入って左側の窓の上の板が大きく欠

けているので、そのは

ただ、知ってのとおり、BHの同りは草力移

く、湿気が高い。せっかく修復してもこのまま

だとよくないだろう。私としては、年 2、 3回

の周りの草刈りぐらいはやるべきだと思われる。
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夏 舗 言 響

観 を弼 昭 介 >

ゴ

…

ヾ―一
・

テ‐イ ー

牧原 弘明 (3回生 渉外 理 北椰υ

メンバーに意まれ、とっても楽しかった。

小林 俊夫 (3回生 装備 工 群馬勲

平和な山行だった。この幡動を大好きなあの

娘に分けてあげたい。

(コ バヤシ君、これでは去年の感想と同じでは

ないかτシンポないノオ。それとも、「JR」 が

違うんでショカーb   文責  舟田 )

宮本 浩二 (3回生 P― 理 帥

沢の水の誘惑に負けたポク.楽しい後輩に恵

まれた合宿だったかな。

吉原 正敏 (3回生 L審議長 理
'日

11」識

北海道の風景はすべてが広大だった

老田 浩章 (2回生 文 コ :1」馳

1腱 の山は本州と違い、広大な感じがして

最高だった。

川本 幸代 (2回生 教育 岐車職
.

4日 rHlと いぅ短い期間だったがヽ 充実した山

1子でした。

上田 穣 (1回生 工 京都囀

リーダーがむかついたので、おもしろくなか

った。 (ウ ソです。ごめんなさい)

」りll 利枝 (1回生 経済 石川勲

サプリーダーもいやだった。あとは上と同じ。

i口
又、

ョヒア ル プ ス パ ,テ イ ー

正善 久裕 (3回生 副将・

`誨

十 経済 月隣わ

どうしても一つにまとまらず、何度もくじけ

た。

橋本 征治 (3回生 3M議長 理 ヨ自馳

みんなとても疲れていた沢 オンがいたおか

げで楽しかったようだ。

浅野 嘉之 (3回生 L轟 理 ヨ劃職

1、 2年生はとても満足していたは 私自身

とてもよい山行ができた。素晴らしい最後の夏

合宿でした。

小西 陽介 (2回生 文 茨壊尉

今年の夏は冬の山のように真っ白だった。

後藤 秀明 (2回生 文 表現尉
‐

3日 目くらいで下界が恋しくなった。

掛布 真司 (1回生 工 襲劇識

SLのおかげで、楽しかったはずの山行が一。

中野 貴El-7(1回生 文 ラ耐ll哺

もう少しゆ るとよかった。

村井 京子 (1回生 教育 ラ副 ||」尉

いい先輩ばかりでよかった一なんてネ.
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南 ア タ プ ス ゴ醸 ル ヾ__テ ィーー

友野 克利 (3回生 医療 文 静岡尉

天候に恵まれ、とても気持ちの良い面詈力で き

ました。

金吉 史哉 (3回生 BH 理 広島詢

本日は晴天なり、本日も晴天なり。

西馬 由岳 (3回生 BH 工 軸

平3(L、 SLでないヒラの3回生)で楽し

かった。

阪本 京子 (2回生 文 測尋囀

さわやかに山に登ること力tきて、思い出に

残る夏敏 した。          :‐

西日 秀輝 (2回生 文 卿 ll勲

洒落にならないオチをつけてしまったがtす
ごくいいステキな山行でした。

ミリアム 。グリーン (2回生 文 アイルランド)

景色の素晴ラシサ、天気ノ良サ、今マデデー

番最高ノ山行ダッタ.

加磨 竜将 (1麟 法 三菫鶉

天気もよく、ヒゲも伸び、鳥やトンポも楽し

げだった。

哺 雄 (1吐 密 爾

3000m級の■由に登れてよかった

南 ア ノンプ ス 深 南 書
「

パ ー ー ィ  ィ ー

佐川 貴久 (3回生 主将 文 栃木詢

何事もなく平和に終わってよかった。

宇根 悟史 (3回生 L銀 工 州脚わ

ヤプがうすく、ある意味で警刊知ナしたけれ

ど、おもしろい山行でした。

高石
J拓

男 (3回生 トレーナー 経済 新潮

楽しくてよかった。

=浦 永士 (3回生 P韓 法 愛知識

鹿の平でこの世の極棄を見た。

岩倉 里英子 (2回生 工 富山尉

道がないとはなんと心細い事なのでしょう。

/J9 誠司 (2回生 理 広帥

なんか甘ったるい山行だった。

黒須 美代子 (1回な 教育
―

ヤプの合間はさわやかでした。

高岩 伸行 (1回生 理 機利関
｀
いい思い出になった

`

前J11 家 1回生 エ
ー

晴れたのでよかったなあ.

一郷
二

＼

e勢磨墾摘都獅勒

*雨飾山ワンデイハイク 10/14-10/15

」犠 二雨飾山

L小西 SLttLu J淋 吉原 イ坊tJり :l

*95TE/J褻 び月見の宴 10/8-10/24

軋正善 (4回生3人 3回生12人 2回生6人

1回生 6′Ю

前日顧間 OB“人

*カ ヌーフンデイハイク 10/28

適JII

L金吉 SL吉原 自国 後藤 黒須



C)B≦ ミ≦≧言十幸浸雀彗

(平成 7年 7月 1日 ～平成 7年 11月 30日 )

486,000

20,000

666

会計 23期 鳥越

収 入 の 部 》

OB会費納入

寄付、カンパ等

預金利息

計

《支 出 の 部 》

OB会報 (や まざと)No。 3制作費

″       郵送料

東海ワンゲル会活動費兼御祝い

″   参加費 (役員 3名分)

平成 7年度小屋作業援助金 (明細別紙)

月見の宴援助金 (明細別紙)

OB・ 現役 (3年)懇親会

15期横井さん香典

その他諸雑費

506,666

121,939

110,390

30,000

76,992

50,000

69,876

142,900

10,000

6,353

計

《差 引 剰 余 金 》

前回 (7.6.30現在)繰越金

収  入  の  部

支 出 の 部

618,450

2,120,302

506,666

618,450

差  弓1 合  計 2,008,518

上以

事務局より

上記残高中、相当額が今回のBH誌発行補助に支出される予定です。
会費未納の方は、下記郵硬振替日座勤 kき協力をお願いします。
幽 -3-141" 金沢大学ヮンダーフォーゲノ嗜30B会

一

“

―



(別 紙 )

7年:ンドルクハ:イ
ム修理作業、月

収 入 の 部 》

7年度小屋作業援助金

月見の宴参加費 (35名 )

″  寄付等

見の宴会計報告

50,000

105,000

30,000

計

差  
´
弓1 合  計 A   o9,876

―※差引不足金△69,876円はOB会会計より援助金として支出しました。

以  上  ‐

AFJより                           「|‐ ・ 1‐

今回の行事は、月見の宴、愁心碑補供 BH修理を同時ここ1テっており、会計も―lu
を行いました。当日会費は飲食費相当で設定し、他は全OBにもご協力いただいたという

解釈で, OB会会計からの支出て補うことにしました。こ7承下さい。

月見の宴では、お酒 。おつまみ。金封と、多数の差し入れを頂戴ほ 心豊かな時間を過

・ごすことができました。ありがとうございました。           ・ ・
「
 :′・  : 〔

':|:    |::1

支 出 の 部 》    ■

月見の宴食費、酒代

″  連絡費

″  献花代

ベルクハイム修理費、記念碑材料費

現役作業薫、食費、交通費

現役慰労費

その他諸雑費 ― .

185,000

116,877

15,826

3,800

32,870

40,000

20,253

25,250

計

《差 引 不 足 金 》

収  入  の

1支  出  の

部

部

254,876

185,000

254,876

一

『

一



ベージ打ちを終え、最後の編集後記を打って

いたら、「遅くなりました測 と中村さんから

の電話
`近

くの親成のファックスヘ流してもら

むヽ 原稿を入手できました。

15期同期会の折り、上馬さんに使乗させても

らい、 回 の中村さんという人」に原稿を頼

んだ語をしました。すると、彼は同じ生物科の

後輩であること、一緒にイヌワシの調査などで

山へ行ったりしたこと。実嚇 らの依頼に四

日後に加直市へ議演に行くことになっているこ

と (ああ、なんだ人脈つながってたんだ.同じ

県内にいなが吹 知らなし`ばかりにもったいな

―

。中 ホ士天董熙 二 ιま
フ ン グ ル の 土 屋 の こ と で す 。

20B  I卜 Ц卜F‐  jモ]31

ワンゲ羽翔田曖鉦登といえば、近し帥 人

は思い出していただけるかもしれません。それ

が過去の私です.

日本工芸会正会員・          〈

がんぶう)というのが現在の私です.結婚して

中村姓になり、陶芸家としての雅号を元風とし

た為に、全く別人のようになってしまいました

この度k思いもかけず舟田さんより電話があ

り、

「 トイップ大賞おめでとうございます。つきま

してはご活躍の
― 書いてもらえませんかJ`

との御餞頼があり、それではまあ、名前がすっ

かり変わっていることの紹介も兼ねて、何か書

いてみようかと思いたった訳です。

さて、 トイラブ大賞の説明から始めますι 卜
・

イップ大賞というのは、日本青学会場所が将来

を期待できる傑出した若者を表彰するというも

のヽ 利 :l県で毎年5人位0人にあげている賞

です。私が傑出しているかどうかは別にして、

「夏子の酒Jや「妹よ」を書いた水橋文江さん

いことしてるなあ)。 そして、これは軸

に思うし、原稿には書かれていないので補足す

れlざ (さ しつかえがあると↓ム歌 ないので)、

翻 時ヽら交際していた女i生 と続 し、ほ

の祖父の窯を継いだこと。いろいろな作品を焼
いている力ヽ 生物料出身らしく鳥のモチーフ等

も多いこと一等を聞きました。

フングルOBは控え目な方ばかりで、自主的

に原稿を下さる方ば割職 楠屋先輩みたいに私

も耳をダンポにして、書く種のありそうなOB
を探していますが‐‐‐ある日、あなたにも「原稿

ちょ―だ―い」のコールト‐ち

らと‐緒に今年この喘をいただきました。大変

名誉なことだと思っていま―す。    .1
私に

―

していく上で、自分の住

んでいる地域と、九浴競業界があっての仕事だ

という意識があります.それで、地崚と業界の

為になる活動として、モレシャン塾 0ラ ンソ

フーズ〒モレシャンが加賀市でアトリエを持つ

ことに協力し、始まった)や、ギャラリ:=元 (

動 酸 店で,M醐瞑誡欄隣する展示スペ

ース)の運営をしてきました。

また、本業の面で眠 古九答む争に謝 る

という、非常に難しい仕事に挑戦しており、ト

イ,プ起電蒙岬韻D中に その仕準を高く評

価されている方がいららしゃったとのことでし

た。    1          1       :
それらのことを複合して、たくさんの海芸家

の方がいらっしゃる中、― として初めての

受賞とならたのだと思いま丸

―

"一

」



次に私の仕事を紹介します。私は嚇芸家とし

て、ロクロも回し、上絵付もするという、何か

ら何まで二人でやるというるタイルで仕事をし

ています。
|

仕事の内容は大きく二つに分かれています。
一つは、古メL谷の写しや古九谷からヒントを得
た、JNlll、 大皿、酒器、花器など絵付された磁

器を造る仕事です。私はこれらの仕事を今九谷
と呼んでいます。九答焼はそもそも装飾品を作
ることが伝統なのです力ヽ 私は「使う」という
ことも考慮に入れて、飾ってもいいし、使って

もいい、というょぅなものを造っています。

もう一つの仕事は、「自己表現」といってぃ

るのですが、人がどう思うということを考えず、

自分の造りたいものを造っているという作品づ

くりです。

二つの仕事共自分にとっては大切な仕事で、
どちらがどうってことはぁりません。

1勝 閥置B開 鵬濾口:蜃 BttEI競 囲目日:

作品の発表は、日本伝統工芸展と、年に2、

.3 ttII開 くI固隈ヵl卜心です。日本伝続工芸展とい

っても馴降みのない方も多いと思いますので、

説明しますと、文イリテ主催の1日 本で唯―の工芸

展で、この震覧会ではくなると、人間国宝にな

るといった展覧会です
=少

俗々っばい説明です

力ヽ その方がわかりよいかと思います。

1 仕事の説明看するときり‐がないので、この辺

で止めます。今後私は、全国のデパート等で、

個展をする機会カザス なると思います。もし、

「中オ寸 元風作陶展」のようなものを見掛けた

ら、1「私」ですので、是非覗いてみて下さい。

石りII県では、多分来年初めての個展をすること

になると思います。   「

九谷焼では、金沢美大出身の陶啜家がほとん

どの中、「金沢大学出身」で頑張ちていますの

で、是非よろしくお願いします。
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またしても「いしっかしい」言い訳つきで、

ご抜露します。この原稿は、中りII氏に印刷原稿

を送り、他の「配下」の皆様にもその後の一連

の連絡事項を指示した後に到着しました。慌て

て中りll氏に訊ねてみると、印刷搬もろもろの都

合で数日後にとりかかる予定とのこと。それで

掲載に間に合いました。

原稿を読んでびっくリー。そもそも:よ 35周

年記念の前の趣意書に同封するOB銘 詢

の折、各期代表に同剛慇簿の送付をお願いしま

した。そ喘 の     :■
剛 に山を続けている人はいませんか?」

の問いに対し、1回囲制Ilさ んからの返事には

「田辺がヒマラヤに行っています」

との一行が添えられていました:それを今頃思
‐いだし、      ‐ ‐_

「原稿ちょ―だ―いJをやったものなのです。

トレッキング、プラスの程度の話のように私は

思っていました。p4に「余りに雪や岩といっ

え動 なi幌,二人は

'■

ちて山ふら議
れてしまう1‐

^」 どころ力ヽ 8000m!いや―、知

らないということは、オソロシイ‐‐Ъ

これはもっとあれこれ問いてみなくちゃと、

黒都市民病院へ電話をかけると

「田辺先生は今オヽ中です。夜中までかかりま

すよ」|‐ ‐   ■‐

そんなら、同期の松林氏ヘーЪ

「また事故かぁ?」

「 ううん、これこれしかじ力、 そんな遠征なら

新間に出ていたはずと思う。調べてみて」

「 う●な 北国新聞ならデーターベースで直ぐ

調べられるけど、富山みたいな―
だと倉庫

に一部残してあるだけだぞ。もしかして1ヒ日本

かなあ。はやけど、どっかの新間社とか、テレ

ビ局が後援していれ:ま 紙面にはでんぞ:」

編集長は、お手数をかけることに恐縮する―‐方

で、そんな次元のことで 躍関日 は

'肖

えてしま

うんか !?報道の使命ってなんや !と憤るので

ありました 船 林氏の落度ではありません)。

結忌 北E弘 富山には出ていなかったそうで

す。続きは次国のお楽しみに一。

富 LLI畜諭 墓

ガ ッ シ

94  11
ゃ ― プ ル ム I峰 運 征

18期 田辺 隆一

富山岳連で:よ '83年ナンガパ′″ ッヾト、'88

年プロードピークに続いて、'94年二つ目の8000.m峰
に遠征隊を送ることになった。いずれもチ

ベットパキスタン国境の山で、カラコルム山脈

の二部である。プロードピーク融な 世界最大

級のパルトロ細 を通り、BCに入ることにな

る。

6月 17日 、イスラマバード着も日中l■47度に

もなるが、湿度は高くないので、日本よりは過

ごし易い気がする。買い出しやプリーフィング

も終え、20日、エアコン付バスで、カラコルム

とヒマラヤの玄関口、スカルドヘ向かう。途中

のカラコルムハイウェイはガードもなく、スリ

′嗜おれ ここで最後の準備を終え、2日、ジー

_ イ7台に隊員13名 と隊荷 3ト ンを積ヘ アスコ

ーレヘ向かう。スカルド=アスコーレ間は、以

前は徒歩で 4日間力功 っヽたとのことで、楽には

なったのだろう力ヽ 日本人的憾覚からすれば、

道路とは呼べない代物にある。

お日、いよいよキャラバン競 。ルートが整

備されたとはいえ、午前も早いうちに行動しな

けれ
`ま

そこかしこから氷解け水が湧いてきて、

渡渉を余儀無くされる。標高騎∞Inのアスコー

レから、5100mのBCまで約 1∞kmの うち、初
-60-

'7ザ

1こ え夕)



めの二日間のみ上の上で、後は凸凹の水河上を、

強烈な日差しと、乾燥と、饉 素に苦しめられ

ながら突き進むこと8日 でBCに達する。途中

コンコノンディアからは、K2, プロードピーク、

et etc ‐―‐―。

7月 6日以降、次々に、アメリカ、スペインく

ボスニア、イタリア等の隊も入山し、,大テン

ト村が出現した。C16900m)までは、巨大

なセラックやクレバスが多数あり、非常に危険

で、ヒドンクレパスに輔 した顧 もいた。日

に日にクレバスが口を開けていくため、ルー ト

変更もしばしば:こんな場所を、外国隊は涼し

し弩賭間にイ硬動している。

C2C6400二)までは雪原で特0こ危険はない。

C2のすぐ上の稜線は中国国境規

いよいよ未踏ルートに取り付き岸壁にルート

を伸ばす力ヽ 岩劇魔く支点がとボ ヽまたヽ懸

垂氷河の崩壊が激しく、未踏ル‐ 卜にこだわる

力、 通常ルー トに変更して登頂を最優先にする

か、の選択を迫られた。

Bc撤収は8月 15日、あと10日 しかなし、 後

から来たpl_通 常ルートから続々と登頂

を果たしている中、ルートを変更して、C3(

7400Fn)よ り登項に賭けることになる。

9日 C3に 3名入るもt猛吹雪のため食料燃

料とも魂 12日快晴。頂上直下70度の水壁を

乗り越えて3名 ともに頂上に立つ。c3に帰る

までに5嘲 潤醜 C2からは観 7時間で物

資が届けられた。

二日間で上部キャンプ椒 し、15日 のみ休

熱

帰り9キ ャラノドンは通常ルートであるがt出

水そ途中あ籠の渡1捧壊れたとの情報があり、
ゴンドゴロ峠を通り近道することになった。峠
といってもただの鞍部でも5500mあ り、吹雪の

中、氷河上を行くのは背筋楳 かった。

4日でスカルド着。杏の実がうまい。畑には

イじめ漢 り、 2ケ月の時の流れを感じる。

11年の間をおいてのパキスタンであった。一

部の都市は日本などとほとんど変わらない八

やはリスラムも親存し、田舎へ行けば未だ電気

のない自給自足の生活である。しかし人々の顔

は明るく、日本スカ1忘れてしまった心をしっか

りと持ち続けて生活していた.そ して山々は高

く、人間なぞ我関階ずとばかり揮え立っていた。

左か ら K2、

-61-



編 集 後 記

「このあいだの会報に書いてあったでしょうが !」

「一節ちゃんのは長うて一読まれへん」

書かなければ伝わらず、書いても読まれチ ー私はどうすればよいのでしょうか ?
もちろんこの非情なK.U.氏は編集長の報復を受け、「読まれへん」かもしれない原稿を

書くはめになりました。

いつから無関心は美徳の‐種になったのか―「老兵は語らず、ただ去り行くのみ」は戦

後の急激な変化についていけない者にとって格好のコピーとなりました。しかし、オウム

のようなものを蔓延らせる土壌ともなったのではないのでしょうれ   ,

再離即計uはぁるけれど同麗贈:と いう人はいない一Ъうぷな新趨 ヽ自信とニヒ
ルを漂わせた三回生になり、「私もとうとうOBになってしまいました。」と頭をかく姿

:

を何人も見てきました。私が今もヮングルに魅かれるの:よ それが「人」を育てるクラブ
だからです。 |.
「先達はあらまほしきものなり」と兼好法揃も語りました。示すべきは示し、語るべき

:訴吾リーーそれをどう受けるかは本人次第なのであって、先に生まれた者は伝える労を借し
んではいけないと思いま丸

言葉を使いt文字を使うことで人類は進歩を手にいれたというのに、インターネットで

世界ともつながるという時に、仕方がなしヽとあきらめt疎還を良じとすることが私にはで
きませム OBにはOBの錬 イ嘔ぃから繰り回せるお金があり、現役には、組織と時
間があります。お互いの立場なりの

― 生かして交流してみれば‐Ъ OBになってから
でば影馨を受ける余地は少なく、現役時代こそ力ヽ 情報を生かし、考えられるチ■ンスで

はないか?現役時代に,度もOB会と交流したことがない人がt卒業し社会にもまれてフ
ンゲルが‐翻巨くなった時に、さあこれから親陸しましょうと会報めヽ送りつけら才責:年会

費を請求されたら一どんな気持ちになってしまうものか。一オツロシイ。

そう.いいながら、40周年を共催してく―れる「筈の」現役達はヽ まだ金大生にもなってい

なし、 現役 (現役時代にいる人)との交流といっても、毎度砂上の楼閣一Ъ  1  1  ‐

そんな現実と夢をしっかり見据えて‐‐
1五年の任期の後半戦に入ります。   |      |

編集長  舟田 節子)

PS 会報の原稿はいつでも募集しています:       .

OB`当 幸隈 
「

ボンま ざ と 」  '9 54肇 幸姜

(4■ 妻)
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